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（仮称）豊岡町複合施設の基本構想策定に向けた対話（サウンディング型市場調査）結果 

１．調査の⽬的 

（仮称）豊岡町複合施設が、将来にわたり、地域にとって魅⼒のある施設となるよう、施設及びその整備事業
について、⺠間事業者との対話を通じて、アイディア等を聴き取り、今後の基本構想（案）の検討にあたり参考とす
ることを⽬的とします。 

２．実施スケジュール 

内 容 時 期 
実施要領の公表 令和 4 年 11 ⽉ 10 ⽇（⽊） 
申込期限 令和 4 年 11 ⽉ 24 ⽇（⽊） 
現地⾒学会 令和 4 年 12 ⽉ 7 ⽇（⽔） 
提案書の受付期限 令和 5 年 1 ⽉ 11 ⽇（⽔） 
サウンディングの実施 令和 5 年 1 ⽉ 17 ⽇（⽕）〜３⽉３⽇（⾦） 

３．参加事業者数 

業 種 事業者数 
建築・⼟⽊ 1２社 

賃貸 ２社 
建物管理 ４社 

各種調査企画等 ５社 
施設運営 ４社 

その他 ４社 

合計 ３1 社 

１．（仮称）豊岡町複合施設の基本構想策定に向けた対話（サウンディング型市場調査）結果 
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４．本調査で得られた主な意⾒ 

以下のご意⾒は、市場性、実現性等を精査したものではなく、魅⼒的な複合施設とするためのアイディアとして提
案を頂いたものです。 

（１）魅⼒ある機能や空間づくりのアイディア
◆魅⼒ある機能のアイディア
・横浜市型⼦育て応援モデルとなる施設
・地域交流、賑わい創⽣の拠点
・学校の体育館、特別教室、給⾷室等を放課後、休⽇等に活⽤することによる活性化、魅⼒的なサービス提供
（⺠間事業者による運営・サービス提供）

◆空間づくりのアイディア
・公共機能の⼀体化、⼀体管理による効率化（⼩学校図書室と図書館、校庭と園庭等）
・機能ごとに空間を仕切らない、開放的かつ交流が⽣まれやすい空間づくり、運営（⼤空間、屋上活⽤）
・⼩学校や保育園のセキュリティを確保しつつ、市⺠が利⽤しやすい開放的な空間づくり
・体育館・グラウンド・プール・会議室等の未利⽤時間の有効活⽤（公⺠連携による地域開放等）

◆環境対策
・環境配慮の取組（学校ゼロエネルギー化、エコスクール、ゼロカーボン等）

（２）想定される⺠間機能
◆⼦育て⽀援をテーマにした⺠間機能
・教育関係（学習、芸術、英会話、スポーツ、ICT 系スクール等）
・⼦育て応援（こどもの遊び場、習い事サービス付き学童、⼦育て相談）
・多様な学びの提供（探求型学習、STEAM 教育、社会活動等）

◆地域の交流・コミュニティの活性をテーマにした⺠間機能の提案
・コワーキングスペース
・イベントスペース
・エリアマネジメントの拠点

◆その他
・カフェ
・スポーツジム・プール
・温浴施設
・サテライトキャンパス
・医療施設（クリニックモール、薬局等）
・物販店舗（スーパー、直売所、ドラッグストア等）
・マンション（⼦育て世代向け⼜は⾼齢者向け、定借分譲⼜は賃貸）

参１
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（３）想定される事業スキーム等
◆事業⼿法（公共施設部分）
・PFI-BTO
・DBO
・⺠間事業者が整備した建物の床（⼩学校以外）を横浜市にリース

◆事業⼿法（⺠間施設部分）
・横浜市が整備し所有する建物の床の⼀部を、⺠間事業者が定期建物賃貸借、⼜は区分所有により活⽤
・市有地の⼀部に定期借地権を設定し、⺠間事業者が⺠間施設を整備・運営

◆事業期間
・PFI-BTO や DBO の場合は、10〜20 年程度
・定期借地権を設定し⺠間施設を整備する場合は、50〜70 年程度

（４）その他・要望、アイディア等
・⼯事期間が⻑くなる分、⼯事中の児童等の安全確保、物価上昇リスク等が課題となる
・昨今の物価変動を踏まえて、物価変動リスクを⼗分に考慮して欲しい
・提案時には、価格点よりも提案内容を重視してほしい
・市内企業の参画を促進して欲しい
・市内外の企業間のマッチングの機会を提供してほしい

＜関連⽤語の解説＞ 
◆学校ゼロエネルギー化

学校施設において、エネルギー負荷の低減を図るとともに最低限必要なエネルギーを創エネ・蓄エネ等の技術
で賄うことで、年間のエネルギー消費を実質上ゼロとする取組みのこと。 

◆エコスクール
環境負荷の低減や⾃然との共⽣を考慮した学校施設を整備し、環境教育の教材として活⽤するもの。 これ

により、学校が児童⽣徒だけでなく地域にとっての環境・エネルギー教育の発信拠点になるとともに、地域における
地球温暖化対策の推進・啓発の先導的な役割を果たすことが期待できる。 

◆ゼロカーボン
企業や家庭から排出される⼆酸化炭素（CO2）やメタン（CH4）をはじめとする温室効果ガス（カーボン）

の排出量から、植林、森林管理などによる吸収量を差し引いて、排出量の合計を実質的にゼロにすること。 
◆エリアマネジメント

特定のエリアにおいて、市⺠や⺠間事業者等が主体となって、まちづくりや地域経営（マネジメント）を積極的
に⾏う取組みのこと。 

◆PFI-BTO（Private Finance Initiative – Build Transfer Operate）
公⺠連携による公共施設の整備・管理運営⼿法の１つ。⺠間事業者が資⾦調達を⾏い、⺠間事業者の

経営能⼒・ノウハウを活⽤し、⺠間事業者が施設を建設（Build）した後で、施設の所有権を市に移管
（Transfer）したうえで、施設の管理運営（Operate）を⾏う。 

◆DBO (Design Buiid Operate)
公⺠連携による公共施設の整備・管理運営⼿法の１つ。公共が、起債や国庫補助⾦等により⾃ら資⾦調

達し、⺠間事業者が施設の設計（Design）建設（Build）した後、管理運営（Operate）を⾏う。 

参１
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５ 今後の予定 

  対話で頂いたアイディア、提案等に加え、今後予定している地域の⽅々との意⾒交換会等でいただいた意⾒
を、基本構想（案）の検討に活かしていきます。 

参１



発行：横浜市財政局ファシリティマネジメント推進課
意見交換会１ 開催記録

地域のみなさまと初めての意見交換
会（ワークショップ）を開催しました。
当日の様子などをお伝えします。

開催日 令和5年5月21日

対象者

鶴見中央コミュニティハウス会場

令和5年5月27日

鶴見公会堂

子育て世代 12名 幅広い世代 18名

1回目 2回目

当日の流れ

今回のワークショップでは、鶴見区にお住

まいの方、又は在勤・在学の方の計30名が

参加され、活発な意見交換が行われました。

３つから４つのグループになり、豊岡地区

周辺の公共施設の現状と今後について課題

だと感じていること、複合施設での魅力的な

過ごし方、使い方などについて議論が行わ

れました。

最後には全体で議論した内容を共有し、

ワークショップを終えました。 写真 ワークショップの様子

当日の様子について

グループ ３グループ（各４名） ４グループ（各４～５名）

開会のご挨拶
事務局からの説明
グループ討議（前半）
休憩（10分間）

グループ討議（後半）
発表・講評
事務局からの
お知らせ・閉会

①プロジェクトの進め方について
②解決したい課題、配慮すべき事項
③アクティビティ（どんなことができると良いのか）

各グループワークのテーマ
①こどもの豊かな学びを得られる場所とは？(1回目)
おとなの豊かな学びを得られる場所とは？(2回目)

②居心地の良さを感じる場所とは？
③住み続けたくなるまちとは？(1回目)
地域や人とのつながりが生まれる場所とは？(2回目)
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まちづくりについて

ご意見

◆こどもの豊かな学びを得られる場所とは？

・眺めるだけではなく、休んだり、子どもを自由に遊
ばせられる芝生などの緑がある場所は魅力的だ。

・未就学児には親も一緒に行って目の届く範囲で自
由に遊べる場所、小学3年生以上には大人の目が
あって子ども達だけで行っても安心な場所がある
と良い。子どもを自宅で遊ばせておくことができな

い共働き世帯にとって、子どもだけで安全に過ごせ
る場所があるのはありがたい。

・中高校生まで利用できる場所がないので、そういう
場所があるとよい。

・子どもが安全に遊べるかというのは、居心地の良
い空間の条件として重要な点の1つである。子ども

達だけで行く施設には、親に入退出通知が来るシス
テムがあると安心だ。

・子ども食堂では、食事を提供するだけでなくボラン
ティアさんが子どもたちに色々教えてくれるのがよ
い。

◆おとなの豊かな学びを得られる場所とは？

・市民の知を底上げしたり生涯学習のための知の拠

点となるおとなの豊かな学びを得られる場所はな

いので必要だと思う。

◆居心地の良さを感じる場所とは？

・鶴見は学校、家庭、地域が支え合うコミュニティが

形成されているので、その特色を活かしていきたい。

人とのつながりがあることが居心地のよい場所に

は必要だ。

・商業的な施設だけでなく、目的がなくてもゆっくり

過ごせる場所がほしい。

・駅前や街中には緑や自然公園がない。緑や川など

自然を感じられる場所は居心地が良いと感じる。

◆住み続けたくなるまちとは？

・在宅ワークが進み、住むまちへの関心が高まってい
る中で鶴見が選ばれるためには、先端医療の充実、
魅力ある教育環境、大人も子どもも遊べるリゾート
性が重要だと思う。

・駅周辺の環境が充実していることや大人が利用し
たくなる施設があることがまちの魅力につながる。

・年齢の異なる子ども達の遊び場や気軽に健康
チェックができる場所がある施設があるとよい。

・鶴見川のごみ拾いなどの環境活動や高齢者などの
地域住民とのつながりを通じて、住み続けたいまち
を自分たちでつくっていけるとよい。多世代交流は
子どもの成長の機会にもなる。

・鶴見には外国人や地方からの居住者が多い。異な
る文化を持つ人や障がいのある人など、多様性を
受け入れて、理解し合う共生社会を目指したい。そ
こから鶴見らしさが生まれ、子ども達の視野も広が
るとよい。

・鶴見には外国人が多く、豊岡小学校児童も外国人

が1割はいる。日本人も外国人も子どもから大人ま
で多文化に触れることができ、一緒に学び経験する
ことで互いの価値観を知り、違いを認めながらも自
然と交流が生まれるようにしていきたい。日常的な
交流があれば災害時にも役立つだろう。

・鶴見駅東側エリアのように、西側エリアもアート作

品などのモニュメントなど芸術に触れることができ
る環境をつくっていきたい。新たな施設は、鶴見、
豊岡地域の文化・芸術の発信拠点になればよい。

・防災や治安の面で、安全に住めるまちであることが
大事だ。

既存施設の課題

■豊岡小学校
・豊岡小学校の校庭は狭いため、体育の授業などが重
なっている場合は、佃野公園を利用していて不便で
ある。

・コロナによって以前より子ども達が外で遊ばなく
なったが、家でゲームをするのではなくもっと外遊

びをさせたい。校庭は外で遊ぶための有効なスペー
スだと思うので、広いグラウンドを確保できると良
い。

・小学校は、教育支援などの体制が弱く、不登校の親
子が孤立しやすい環境となっている。

・学校の授業などで地域の人たちの力を借りたいが、

個人情報や防犯面の観点から人材はいても実現が
難しい。戦争体験話や浴衣の着付教室を地域団体が
子どもたちに教えてあげるなど、まち全体で子ども
たちを育てられる仕組みがあるとよい。

■鶴見保育園
・園庭は運動会をするには狭く、小学校のグラウンド
などを予約できないと運動会が開催できない状況
だ。

・保育園には読み聞かせのカリキュラムがない。
■鶴見図書館

・鶴見図書館は座れる場所が少ない。座る場所を充実
させて、ゆっくり滞在できる様になるとよい。

・鶴見区は人口に対しての蔵書の割合が低い。本を借
りたり調べものができる図書館の存在を知らない小
学生もいる。また、高齢者は図書館まで行くのが大
変な人がいるため、地区センターや駅の出張所など
で貸出や返却ができたり、レファレンスサービスがあ
るとよい。

・図書館はハード整備だけでなく、運営のコストもかか
る。図書館に使う予算が少ないため充実してほしい。
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■機能の充実

・放課後キッズクラブを利用する子どもが多いため

スペースが不足している。複合化によって広くなる

とよい。

・区民活動センターを民間委託にすることで、夜間や

休日などもオープンするなど使い勝手が良くなる

とよい。

■交流の促進

・外国籍の親子の居場所が少ないので、外国の文化

も取り入れ、グローバルな要素のある施設となれば

よい。多文化共生、多文化交流が促進することに期

待したい。

・あらゆる世代が共通の関心事を通して共有の空間

を過ごすことで、いつの間にか交流できる施設にな

るとよい。

・小学生が取組みや活動を発表したり、子どもたちが

大人の活動を見たり、交流したりできる仕組みがあ

るとよい。

・各施設の取組みや活動が外からでも見えやすく、連

携している複合施設でありたい。子どもがそれらの

取組のなかから興味のあることを体験することで、

様々な文化や世代の人に触れ、交流ができるよう

にしたい。

・各世代、立場に関係なく、誰もが施設を利用し、滞

在できるようになるとよい。世代間交流が教育や

地域コミュニティの醸成につながる。

■子育て世代への配慮

・共働き世帯が多い地域なので、共働きを前提とし

た計画にしてほしい。

・子育ては住んでいる場所で便利さが大きく変わる

ので、鶴見が魅力あるまちになるとよいと思う。

■つるみ区民活動センター
・現在の区民活動センターはあまり利用されていない
ので、複合化する必要はないと思う。

・特技を地域に活かし貢献したいと考えている人材は
多くいると思う。生涯学習ボランティアの鶴見人ネッ
トなど登録制度は整っていものの、どこに働きかけ

てよいのかわかりにくく、うまく活用できていない。
・現在の区民活動センターは入りづらいので、気軽に
入れる様に敷居を低くすることが重要だ。

■放課後キッズクラブ
・放課後キッズクラブは、外国籍の子ども向けのクラ
スはない。外国人の子どもの放課後の居場所づくり

が課題である。保護者が日本語を学べる機会も必要
である。

・豊岡小学校付近に児童館があるが、子どもを預かる
程度の機能で勉強や学び、運動や遊びはあまりでき
ない印象である。地域に子育て支援の機能が少ない。

■その他公共施設
・似たような施設でもいろいろな名称がついており、
誰を対象にした施設なのかがわかりづらい。

・トイレがきれいな施設は人が集まる。父子では利用
できないトイレもあるので、だれでもトイレが複数あ
るとよい。

・踏切を渡らないと公園に行けないので、子どもだけ
でも安心して遊びに行かせられる公園が近隣にある
とよい。

・地区センターはオセロやトランプなどを無料で貸し
出しており、雨天でも卓球やバトミントンなどで利用
できる。無料だったり少額で利用できる場所は子ど

もの遊び場として魅力的だ。
・ハーモニーとよおかの時間貸しスペースは、利用料
がかかるので少人数で使う際には負担が大きい。

・学生が放課後に過ごせる場所が少ない。お金を払わ
ずとも過ごせるような場所が必要である。

複合施設のあり方

◆期待すること

■モデルとなる施設

・プロジェクトを成功させて、図書館などの公共施設

のモデルとして他地区へ広げ、横浜市全体を住み

たいまちにできるとよい。今までにない、斬新で、

他に真似されるものができるとよい。

・駅近くという利便性の高い立地を生かし、豊岡町な

らではの施設になるとよい。学びの場、憩いの場を

提供することでたくさんの人が訪れることに期待し

たい。

■複合化による効果

・図書館と学校図書室が一体化されると、小学生の

学びにもつながるので魅力的だ。

・保育園と学童が隣接し、連携できるようになれば、

保育園時代に慣れた先生に見てもらえるので安心

だ。

・複合化されることで放課後にもにぎわいがある施

設になるとよい。

・図書館、区民活動センター、スポーツ機能などを複

合化し、様々なイベントや取組みを通して、利用する

機会を増やすことで、複合施設を訪れるきっかけと

なればよい。

・多国籍、多世代、障害者、産後の母親などの交流の

場を設け、孤立などの問題を未然に防げるとよい。

1つの施設で対応する方が効率的で効果的だと思

う。

・大人も子どもも利用でき、どの世代も学びたい人

が学べる複合施設になるとよい。

・低学年でも歩いて通えるため、小学校の近くに図書

館があるのはよい。親子の待合せができる場所に

もなる。

・教育の充実につながるとよい。
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◆期待すること（つづき）

■空間づくり

・椅子やテーブルなどを配置し滞在しやすくしたり、利

用者に自然に行動を促すよう、動線などを工夫して

利用をしやすくしていきたい。

・特に目的がなくても滞在しやすい、幅広い層に対応

できている施設になってほしい。

・誰もが行きやすくなるよう敷居を低くする工夫をし

て、居場所のない高齢者などが集まれる場となると

よい。

・小学校は関係者でないと入れないことが多いため、

地域の人が併設している施設へ入りにくくならない

か心配である。

・車いす利用者や障がいがある子どもも過ごしやすい

バリアフリーの施設にしたい。

・将来的な人口の増減などの社会状況の変化に対応

できるように、広さや使用目的を変えられるフレキシ

ビリティのある空間づくりや機能配置ができるとよ

い。

・将来、少子高齢化により小学校の教室が余ってしま

うかもしれない。時代に応じて、スペースを使い分け

していける設えにしたい。

■地域人材の活用

・民間施設と複合化するのならば、地域の人たちの雇

用の場をつくるなど地域資産を活用できるようにし

たい。

・高齢者は、潜在的な力を持っている人がたくさんい

るので、生涯学習や地域活動の活動場所が一体的に

なることで、高齢者の活躍の場が広がるとよい。

・様々な施設のプラットフォーム的な場とすることで、

地域人材の共有がうまくできるようになるとよい。

■まちの課題解決

・西口の利便性の向上など、駅との関係にも配慮して

整備してほしい。西口には駐輪場が不足しているの

で、駐輪場を確保することが考えられる。

■その他

・図書館の書籍などを通じて過去の人たちの知と繋が

るなど、学びの場になるとよい。

・子ども達が家から外に出ていくきっかけとなる施設

になると良い。

■環境配慮

・施設をZEB化するなど、高いレベルでの環境配慮を

行うようにしてほしい。

■安全・安心

・鶴見区には子どもが安全に遊べる場所が少ないた

め、親が図書館など別の場所に行っている間に複合

施設内で安心して過ごせるようになるとよい。地域

の様々な世代の人が集まり、使用することが、防犯

にもつながる。また、中高生の居場所もつくり、多く

の大人の目が行き届くことで健全な育成につなげた

い。

・行き慣れた小学校に色々な施設が入ることで、子ど

もがほかの機能をもつ複合施設にも一人で行きやす

くなる。同じ施設内なので安全性も高まり安心感が

ある。

■商店街との連携、活性化

・様々な機能が複合化して多世代が訪れるようになれ

ば、周辺の商店街に立ち寄る人たちも増え、商店街

の活性化につながるのではないか。

・複合施設をお祭りや地域の活動の場としたり、商店

街のイベントなどを共同開催することで、子どもたち

が地域や商店街に関心を持ち、施設を知るきっかけ

になるとよい。施設での活動がまちと連携すること

で商店街の活性化にもなり、施設の利用促進にもつ

なげたい。

■防災機能

・災害想定、地域状況などを勘案し、収容人数などの

与条件を整理した上で、豊岡地区の防災拠点として

整備できるとよい。隣接する福祉避難所との相乗効

果も期待できる。

・周辺地域は戸建てを中心として高齢者が多いので、

何かあった際に集まれる場所が必要だ。

・西口は東口に比べて滞留できるスペースが少ないの

で、帰宅困難者が緊急時に活用できる場になるとよ

い。

・津波の被害が心配なので、高さのある建物ができる

とよい。耐震性もしっかり確保した建物にしてほしい。

・災害時は、防災拠点としても使えると良い。防災備蓄

やかまどベンチなどの設備は整備しておきたい。
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■教育環境の確保

・教育の場である小学校の機能の維持と子どもの利

益を一番に考えて、複合化によって学びを妨げるこ

とがない様に配慮してほしい。

・保育園の昼寝の時間に児童の声が聞こえたり、小

学校のテスト中に園児の泣き声が聞こえたりして、

互いの環境が悪くならないか心配だ。

・図書館は静かな状態が求められるので小学校との

複合化は馴染まないと思う。

・小学生と保育園児が同じ場所で遊ぶのは危険だ。

屋上でもよいので、校庭とは別に園庭を確保でき

ると良い。

・子どもたちの学習、成育環境を守るために、工事期

間中は別の場所に仮設校舎を設けてほしい。

・小学校に十分な面積を割くべきだ。機能を詰め込

みすぎている気がするので、公共施設で面積が

いっぱいなら、民間施設は不要だと思う。

・図書館の移転によって学校の面積が削られてしま

うのであれば、学校としての機能の充実を優先させ

てほしい。

・小学校のスペースは今より狭くしないでほしい。身

体を動かす点で問題がないようにしてほしい。

・保育園の園庭と小学校のグラウンドとの面積の取

り合いになって、狭くならないか心配だ。

・グラウンドが狭くなるのであれば、隣接する郵便局

や道路まで一体的に整備して面積を確保できると

良い。

■民間機能

・昔ながらのお店が残る商店街は風情があり鶴見ら

しいよい雰囲気である。複合施設ができることで鶴

見らしさを壊すことがないようにしてほしい。

・民間機能が入ることで、地域の個人店や商店街が

商売を続けられなくなるようなことにならぬように、

慎重に業者選びをすることが大切である。一緒に

発展できるような事業者であるべきである。

・財政面だけを考えてマンションや企業などを誘致す

ることは、複合施設の教育環境にそぐわない。

・住居を全て否定したわけではない。特別養護老人

ホームなど色々な型で市民が滞在できる施設とす

る可能性はあると思う。

・民間機能が入る計画ならば、どのような施設をど

のように決めていくのかを示してほしい。

・運営などを指定管理者とする場合は、質の良い事

業者・NPOを選定してほしい。

◆懸念すること

■安全・安心

・建設も運営も子どもの安全を第一に考えて進めて

ほしい。大人目線ではなく子どもファーストで考え

てほしい。

・不特定多数の人が出入りする施設と複合されると、

小学校と保育園のセキュリティが不安だ。安全の確

保とオープンな環境づくりとのバランスが難しい。

・防犯上、小学校と図書館の出入口は明確に分けて、

地域も小学校も安心して利用できるようにしたい。

・セキュリティレベルを設定し、誰もが自由に入れる

ゾーンと入れないゾーンを明確に分けられるとよ

い。

・出入りにIDが必要な場所を設ける、出入口を別に

する、壁で区切るなどのセキュリティ対策をしてほ

しい。

・顔認証、ICカード、自動入出時通知システムなどの

最先端技術を活用して、セキュリティを徹底してほ

しい。

・複合化することで車利用者が多くなり、児童たちへ

の安全面が心配である。交通安全対策をしっかりし

てほしい。

・複合施設に外国人が多く集まることになったら、ゴ

ミの出し方などマナーでの地域トラブルが増えない

か心配だ。

■図書館の役割

・学校図書室と図書館は目的や位置づけが異なるの

で、機能を統合することは避けたほうがよいと思う。

・図書館は不登校児童が学校に行けなくても学べる

場所になっている。複合化されると、小学校が隣接

する施設に行かなければならず、居場所を奪うこと

になる。

・区内の図書館は足りてないので、複合施設内に図

書館を作ったとしても鶴見図書館は残してほしい。

建物はまだ使えると思うので大事にしてほしい。

・図書館運営に民間事業者が入った場合、本の仕入

れが人気がある本に偏らないか心配である。

・図書館運営に民間事業者が入ると、利益重視で図

書館の質を担保できなくなることが心配だ。民間事

業者が頻繁に変わり、スタッフの質も様々になって

しまうのではないか。図書館には図書館司書などの

その分野のプロフェッショナルを配置すべきである。

■利便性の確保

・高層化すれば面積が確保できるかもしれないが、高

層化すると移動が大変になり、使われなくなると思

う。

・複合化により高層化すると、縦移動が主となり精神

的に良くない。全機能でなくてもよいので、小学校、

図書館などを分棟にするなど配慮してほしい。
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■交流の場

・同じ活動に関心ある人などが交流ができる場がある

と、気の合う人と出会えたり情報交換ができてよい。

・外国人の母親などが孤立しない様に日本人も含めた

多国籍の人が交流できる場がほしい。

・子育て世代が利用する施設が集約されるのなら、こ

こで親子サークルが開催できるとよい。無料や少額

で利用できるとありがたい。

・豊岡小学校は、外国籍の児童が多いことから国際教

室があるが、近年は定員オーバーで参加できないこ

ともある。小学校と図書館が行き来しやすくなったり、

コミュニティスペースが整備されることで、高齢者が

外国人の児童に日本語やまちの歴史、勉強を教える

などができるようになり、交流が生まれるとよい。

・保育園などで伝承遊びを教えているが時期が限られ

ているので、年間を通して触れられる場所があると

よい。高齢者が子ども達に教えることで交流にもつ

ながる。

・図書館単体では利用する人が限られてしまう。あら

ゆる世代に図書館を利用してもらいたいので、カ

フェや子どもたちを遊ばせる空間、食-遊び-本が密

接に関わるような施設になると新たな交流が生まれ

ると思う。様々な機能を隣接することで、図書館の敷

居を低くし、行きたくなる工夫ができるとよい。

■休憩・憩いのスペース

・開放的なテラスや屋上、休憩スペースなどで、テイク

アウトしたものを食べたり、川やアートを見ながらリ

ラックスした時間を過ごせるとよい。

・リラックスして滞在できるようにカフェがほしい。高

級志向ではなく、気軽に、普段着で使える、料金的に

も高すぎない店がよい。

・憩える場やゆっくりと過ごせる場として、カフェがあ

ると良い。図書館利用者や他の施設利用者が利用で

きるだけでなく、カフェだけでも利用しにくることで

収益を生んでいけるとよい。

・図書館に魅力的なカフェがあると敷居が低くなり、

図書館の利用を促すことにつながるのではないか。

・図書館のほか、生涯学習センター、子ども広場、芸術

文化ホール、カフェなどの様々な機能があることで、

子どもからお年寄りまでの多世代が安心して1日過

ごせるようになるとよい。

・子育て世代にとっては、子どもが遊んでいるのを見

守りながらカフェ利用ができたり、カフェで買ったも

のをテイクアウトして子どもの遊び場にもっていける

とよい。カフェが独立してあっても使い勝手が悪い

ので、子どもの遊び場と一体的に利用できるように

してほしい。

■学びの場・活動の場

・大人が学び直したいときに利用できる場所であって

ほしい。夜間学校など教育コンテンツが夜間にも

あったり、外国人の家庭が多いので、親が日本語を

学べるとよい。

・子どもだけでなく、大人も趣味の活動などが行える

場所にして欲しい。料理教室ができたり、運動場があ

るとよい。

・高齢化が進んでいるため、高齢者の活躍の場がない

と日本は発展しない。子どもたちに昔の遊びを教え

たり、関心のある講座に参加できるような高齢者の

ための生涯学習の場は必要である。

・料理教室や食育、街の人がお試しでお弁当販売など

ができるシェアキッチンがあるとよい。学生や若者も

関わったり、親同士のコミュニケーションの場になる

とよい。

■子育て環境の充実

・親の出勤時間から登校時間まで子どもを預かっても

らえる場所がほしい。高齢者が読み聞かせや伝承遊

びを教えてくれたりできるとよい。

・子どもが熱を出しても仕事を休めない親もいるので、

小学生も利用できる病児保育のような機能があるメ

ディカルセンターが欲しい。

・児童書コーナー、子どもの遊び場、カフェ、コミュニ

ティハウスなど、子育て世代が利用する施設は同じ

場所にまとまっているとワンストップで利用できて

よい。

・プレイルームやプレイリーダーのいる屋外プレイパー

クなど、子ども達が自由に遊び、昔遊びや屋外遊び

を教えてもらえる場所があるとよい。

・近隣に公園が少ないので、子どもの遊び場や憩いの

場として校庭を開放し、公園的に利用できるとよい。

・子どもの送迎ついでに手続きなどの用事が一つの

施設で済ませられるよう、行政サービスコーナーが

あるとよい。

■健康づくり

・地域住民が卓球、バトミントン、ダンスなどの軽い運

動ができる場所が小学校の体育館とは別にあるとよ

い。

・健康は気になるがフィットネスジムに行くほどでもな

い時に、気軽に運動したり健康チェックできるとよい。

・地域の人たちや地域の子どもや若者たちの活動の

発表の場としてホールのような機能があると良い。

小学生や若者が地域の活動に触れる機会につなが

るし、地域の人たちも若者たちの部活動などの成果

発表を観に来ることで多世代間がつながるきっかけ

にもなる。
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■健康づくり（つづき）

・生涯学習や市民活動団体、様々な世代が利用できる

よう、複数の貸しスペースや会議室があるとよい。

・区民活動センターは、市民がそこに行けばやりたいこ

とが見つけられたり、市民活動グループなどとつな

がるような場所にしたい。活動グループの紹介など

を行うことで、自分もやってみたいと思ったり、活動

に参加するきっかけとなる拠点になるとよい。

・健康づくりを推進していきたい。学校のプールや体

育館などを市民に一般開放し、団体でなく個人でも

利用できるようにしてほしい。また、1回ごとに利用

できるような気軽なスポーツ施設がほしい。

・スポーツやイベントのできる屋根のある施設が近隣

にないので、週末や夜間などに小学校の体育館を地

域開放できるとよい。

・小学校のプールを授業や水泳教室で利用していない

時間帯は、リーズナブルな料金で地域に開放できる

とよい。

・小学校のプールは通年利用できるように室内にして

はどうか。利用シーズンが限られるのに場所を取る

のはもったいない。室内プールにして冬季だけでも

民間に貸し出しすれば、賃料が入るし維持管理もし

やすくなる。

■学習支援、中高生の居場所

・塾に行けなかったり、自宅が狭くて勉強する場所を

確保できない子どももいると思うので、学習支援ボ

ランティアがいる学習スペースがあるとよい。教育格

差を抑えることにもつながるのではないか。

・中、高校生は無料で勉強ができる場が少ないので、

私語禁止の勉強スペースがあるとよい。

・地域に中高生の居場所がないので、学習スペースの

ほか、卓球などの運動ができる場所があるとよい。

■学校図書室の充実

・学校図書室では、鶴見に関する資料をまとめたコー

ナーを充実させてほしい。

・学校図書室は、子どもが楽しみ、くつろげる空間にな

るとよい。子どもの目を引くデザインにして、堅苦し

い家具ではなく、ソファやクッションなどを取り入れ

たい。

■教育環境の充実

・児童が保育園の先生や図書館司書になるなど、小学

校と保育園、図書館が連携した職業体験ができると

よい。

・地域の高齢者が小学校や図書館で読み聞かせを行

うなど、コミュニティとのつながりがあることを活か

した教育環境の充実をはかれるとよい。

・校庭は、全校生徒がのびのびと走ることができ、授

業に支障のない広さがほしい。

・学校のカリキュラムや設備を魅力的にしたり、多様性

を考慮し、児童の特性に合わせた教育のオーダーメ

イド化ができるとよい。

・コロナの時のように、どんな状況によっても子ども

の学びが維持できるよう学校授業のデジタル化はよ

り充実していきたい。IT環境を充実させることで、先

生の労力の省力化が期待できる。

■相談窓口

・相談と紹介に特化した障害福祉のワンストップ窓口

を設置し、継続的な支援ができるようにしてほしい。

障害者が働けるようになれば社会にも貢献できる。

■図書館の魅力向上

・鶴見が住みたいまちになるための魅力づくりとして、

本を借りやすくし、図書館の利便性を向上させたい。

・多文化や多様性を学べる書物を充実させ、異文化を

知り、助け合いが生まれる機会を作る場として図書

館を活用したい。

・図書館は、市民の知を底上げし、生涯学習などの知

の拠点である。図書館司書などの専門性のある職員

を配置し、外国の本やアカデミックの蔵書を充実さ

せ、大学などと連携して検索システムを構築したり、

新聞や論文、有料のデータベースも検索できるよう

になればよい。

・閲覧スペースや子どもの学習や大人の作業の場とな

る自習室の広さを充実してほしい。

・席の配置に配慮してほしい。窓側にカウンター席が

あると気分がよく、集中できる。

・図書館には、学習ができたり、音楽室、料理室、生涯

学習支援、子育て支援（児童コーナー、遊び場）の機

能を併設できると良い。

・子どもの遊び場と児童書コーナーを一緒にして、子

どものスペースはまとめてほしい。また、今の子ども

は読書よりも見て学ぶことが多いので、メディア

ルームがあるとよい。

・地域の商店街の参考になるよう、商店街活性化や経

営、起業に関する本を集めた書籍コーナーがあると

よい。
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複合施設で行われるアクティビティ（つづき）
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■図書館の魅力向上（つづき）

・絵本コンシェルジュとして図書館スタッフが保育園を

まわり、アウトリーチするなど、図書館の存在をまず

知ってもらい、その後に施設の利用を促すようにし

たい。

・社会情勢や自分の思考を深めるための講演会など

の企画を実施するなど、生涯学習の機能を図書館に

も取り入れたい。図書館司書と連携してプログラム

を企画するなど大人の豊かな学びを得られる知の拠

点となるとよい。

・図書館でも趣味の活動などが行える場所があるとよ

い。子どもと大人が一緒に学ぶことができるタブ

レット講習会やIT講習会をしたり、認知症の人が本

を紹介する機会を提供するなど療養にも役立つ図書

館になるとよい。

・インターネットで調べるだけでなく、中高生も図書館

に来て、資料へのアクセスの仕方を学んでほしい。ビ

ブリオバトルなどが行えたりすると良い。

■子ども食堂

・子ども食堂をやりたい、支援したい人はいるが場所

がないと聞いた。利用希望者は多いが現在ある施設

は狭いので、子ども食堂ができるとよい。

・ハマ弁食堂として、子どもだけでなく高齢者にも食

事を提供したらよい。

・調理するのは大変なので、料理は商店街のお店から

提供してもらい、食事するスペースだけを作っては

どうか。

■イベント開催

・グラウンドで地域の祭りなどを開催し、豊岡の魅力

を発信しすることで地域を盛り上げたい。祭りやイベ

ントの運営スタッフとして子ども達も関われるとよい。

・古着や子ども用品などのフリーマーケット、季節ごと

のイベント、農作物のマルシェ、工作づくりなどが開

催できる場所があるとよい。

■防災拠点

・災害時は、小学校だけでなく複合施設全体を指定避

難所として、更衣室や個室などを設け、避難生活時

の滞在環境を充実させたい。蓄電池や太陽光などの

エネルギー設備を整備し、防災拠点としての機能の

充実を図りたい。
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複合施設で行われるアクティビティ（つづき）

■商店街・地域との連携

・近隣の商店街と連携し、一緒にマルシェやイベントな

どをすることで商店街を知ってもらい、商店街活性

化につなげたい。また、そうすることで、定期的に施

設を利用するきっかけにもなるだろう。

・花火大会やお祭り、マルシェなど、広場やグラウンド

などで地域の様々なイベントができれば、子どもや

学生たちが街の活動に関われて地域連携もできてよ

い。

・商店街と連携し、小学生を対象に職業体験などがで

きると面白いのではないか。

・オフィスでの仕事が主流ではなくなってきている。地

域で仕事ができるコワーキングスペースと、商店街

などで起業できるような起業支援とセットで整って

いるとよい。

・子どもの集まる場所とは離して棲み分けし、大人も

ワークスペースとして利用したい。

・地元の企業や地元の商店など、地元のものを活用し

てほしい。

■情報提供

・WEBでは情報がバラバラで見づらいので、市内で行

われるイベントや市の情報を集約し、世代や地域ごと

に整理した掲示版を設置してほしい。

・様々な情報にアクセスできる窓口があるとよい。

・外国人や障害者に、生活情報、自立を支援する施設

やプログラムの情報などが届いておらず、地域から

分断されていると感じている。情報を取りに来ても

らうのではなく発信者が積極的に伝えていく必要が

あると思う。

■その他

・鶴見には街を見渡す場所が少ないので、展望できる

ようにしてほしい。

・安全面に配慮した上で、車でアクセスできるように駐

車場がほしい。

・駐輪場を確保してほしい。

プロジェクトの進め方について

・計画期間が10年程だとすれば、時間的余裕もあるは
ずなので、もっと色々な形で地域の意見を聞いてほ
しい。

・横浜市が市民の意見を聞いてそれをまとめるのでは
なく、自分たちの意見だと納得しながら進めていき

たい。鶴見区の市民が主導する意見交換会の場とし
て豊岡小学校の建て替えを考える市民会議を、市民
主催で立ち上げる必要性を感じている。

■住民参加の場
・計画内容がもう少し具体的になった段階で、配置の
あり方など区民も参加して話し合う機会があると良
い。

・意見交換の場やワークショップをもっと開催すべき
である。意見を吸い上げた上で、さらにテーマごとに

アイデアを盛り込んで計画にまとめるとよいと思う。
・ワークショップに参加しなかった人やできなかった人
の意見を集める機会があると良い。文書で意見を受
け付けるなど、広く意見を集めてほしい。
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■情報発信
・今回のワークショップは参加者が少なかった。開催
案内の情報発信の仕方をもっと工夫してほしい。学
校、園を通じた発信は必要だ。

・今回のワークショップが周知がされておらず、知人か
ら聞いて初めて知った人が多かった。もっと一般の

人にも知ってもらえるようにした方がよい。
・SNSを活用して、今回のワークショップの成果を公
表するなど、計画に関する情報発信を充実させて、
区民が作り上げたという当事者意識を育むことが重
要だ。

・今後もこの計画の動向に興味があるので、進捗状況

などについてきちんと知らせてほしい。過程の公開
が重要だ。ワークショップ参加者のSNSグループを
作ることも考えられる。

・施設完成後には、ここでどんな活動やイベントができ
るかを広く伝えるための情報発信が必要だ。

・HPに特設コーナーをつくり、ワークショップの報告

を市民の情報発信してほしい。進捗をわかりやすく
伝えてほしい。

■意見反映
・ワークショップで出された意見がきちんと反映され
るのかという懸念がある。盛り込めなかった意見に
ついては、できなかった理由を教えてほしい。

・行政側で難しいと判断したアイディアがあった場合
は、別の策を住民が改めて考える機会があるとよい。

・ワークショップの意見は、どう計画に反映させていく
のか示してほしい。意見に対するフィードバックが欲
しい。

・複合化のデメリットをどう解消・対応するのか説明し

てほしい。
■計画期間
・計画策定に10年かかると、その間に現在の想定が
変化している可能性もあるので、もっとスピード感
をもって取り組む必要があると思う。

・今がどの段階なのかがわからないので、計画の進捗

状況が知りたい。
■その他
・図書館は、近年、全国的に明るく、開放的な憩いの場
としてイメージチェンジをしている。近年つくられた
図書館を参考に複合化を検討できるとよい。先進的
な図書館や図書館機能がある複合施設などの事例

を共有してほしい。
・現在、放課後キッズクラブは定員オーバーで、施設面
積が足りない状況である。小学校の建替え期間は、
放課後どこで児童たちが過ごすのか心配である。

・公費のことも考え、施設は資源だと思うので、無駄に
ならないようにしてほしい。

・小学校の建替えではなく、鶴見区全体の問題という
認識で検討を進めてほしい。

以上
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プロジェクトの進め方について（つづき）

■住民参加の場（つづき）
・現在の図書館や将来できるであろう図書館について
考える市民の会や、市民が意見を述べることができ
る図書館協議会を設立してほしい。

・小学生や図書館利用者など、それぞれの施設の利用
者だけで集まり未来を語る場があるとよい。

・図書館、小学校、保育園など複合化する施設（テー
マ）別に意見を聞く機会を設ける方法もあるのでは
ないか。

・今回のようなワークショップに来るのはハードルが
高く、強い意見を持っている一部の人ばかりが集ま
りやすい。イベントに合わせて気軽に意見を聞くよう

な機会があると、地域の平均的な意見が集められる
ような気がする。

■意見を聞く対象
・小学校や子どものための施設が入るのだから、子ど
もの目線になって考えることが大切だ。アンケートや
ワークショップなどを通じて、子ども達の考えや興味

があること知る必要があると思う。
・大人の視点ではわからないこともあるので、施設を
使用する当事者である小中学生にも意見を聞くべき
である。

・子どもの意見なども取り入れて、必要な施設につい
て優先順位をつけて進めてほしい。

・小学校や保育園の先生、図書館職員などの現場の意
見も聞いて進めていくと良い。

・小学校、図書館、保育園、区民活動センターの利用者
ごとにワークショップを開催してほしい。

・市民の意見としてまとめるのに、子育て世代のみで
ワークショップを行うのは、市民を分断していると思

う。子育て世代だけでなく高齢者の声もあるとよい
と思う。

■前提条件
・そもそも複合化することが前提になっていることに
疑問を感じる。複合する機能もなぜこの機能で決
まったのか理由や説明が足りないので、納得はでき

ていない。
・複合化ありきではなく、子ども達にとってベストとな
るのは何かという視点で進めてほしい。

・複合化する際に、民間事業者が入ることについて聞
いていなかった。理由をきちんと示してほしい。

・なぜ区民活動センターが複合化対象なのか知りたい。

・市民と行政との間に知識量の差がある。もう少し勉
強をした上で検討したいので、複合化する理由やそ
のために必要な知識をきちんと提供してほしい。

・図書館の跡地は公共的な場所として活用できるとよ
い。複合施設に入りきらなかった案は、図書館の場
所で実現できるとよいと思う。

・今の小学生はコロナの影響を受けた世代なので、今
の子ども達が不利益を被ることがないようにしてほ
しい。
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発行：横浜市財政局ファシリティマネジメント推進課
意見交換会２ 開催記録

開催日 令和5年10月28日

対象者

豊岡第２第３会館会場

令和5年10月29日

鶴見区役所６階会議室

豊岡小学校児童保護者、豊岡小学校の学区在住
豊岡地区、鶴見中央地区在住、豊岡商店街協同組合など周辺商店街の事業者の方

３回目

当日の流れ

豊岡小学校保護者のみなさま、地域のみなさまとの意見交換会を開催しました。

今回は開催前に、市ホームページにて公表した資料「基本構想（素案）策定に向けた考え方

について」を中心に、複合施設のコンセプトや機能などについてのご意見を伺いました。

また、ファシリテーターを介したディスカッション形式で行ったことにより、深堀りされたご

意見を参加者のみなさまと共有することが出来ました。

写真 意見交換会の様子

当日の様子について

人数 11名

開会のご挨拶
事務局からの説明
※資料「基本構想（素案）策定に

向けた考え方について」

ディスカッション

まとめ
事務局からのお知らせ
閉会

１．事業の⽬的
２．複合化を検討する施設、規模
３．整備スケジュール
４．複合施設のコンセプト（⽬指す姿）
５．機能の考え⽅
６．施設整備の基本的な考え

（仮称）豊岡町複合施設再編整備事業

基本構想（素案）の策定に向けた意見交換会

2回目１回目

ハーモニーとよおか

令和5年11月２日

５名 ８名

１．コンセプトについて
２．機能について
３．施設整備について
４．その他全般的に聞きたいこと

当日の様子など
をお伝えします。

１

３．（意見交換会２）基本構想素案の策定に向けた意見交換会 

横浜市ホームページ掲載より
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コンセプトについて

・多文化共生の実現には、外国籍の子ども・大人が受

け入れが重要だと思う。

・わくわくするコンセプトだと思う。

・先端技術導入による話題性や効率化などを意識する

と良いと思うが、近未来的なものというよりは地場

資源の活用や温かみのある自然志向の施設である

と居心地が良い。

・かつては子どもと老人が交流できる機会を商店街が

担っていたが、多様な人が同じ空間に同居すること

も大切。

・子育てを応援していくというコンセプトには共感す

るので、地域が盛り上がってくれると嬉しい。

・ZEB化など環境的な視点を意識し、全国から視察が

来るくらい先進的な施設になれば誇りが持てる。

・何かあった時に子どもが逃げ込める拠点や機能が

あると安心。

・鶴見保育園が移転することで、子どもを預けられる

場所がなくなるのではないか不安。

・鶴見保育園側の親にとって保育園が遠くなること

は不便。

機能について

◆これからの地域に必要な機能

・卓球やバドミントンなど公園などの代わりに雨でも

子どもたちが遊べるような場があると嬉しい。

・福祉に関しては専門的な支援や情報が必要だが地

域に足りておらず、本施設に専門的な情報があると

安心できる。

・プールは民営化するなどして、施設を有効に活用で

きると良い。

・プールの授業は学校の先生の負荷も大きく、教育

面においてもプロの指導員に教えてもらえると嬉

しい。

・かつての鶴見会館で行われていた賀詞交歓会など、

地元諸団体の交流イベントを再び地元で開催でき

るようにすることで活性化につながることを期待し

ている。

・鶴見の郷土資料を電子化し長期に渡って保存でき

るとよい。

・小さい子どもでも安心して向かわせることができ

るよう、皆が集まるための施設が豊岡地域内にあ

ると嬉しい。

・障害児・医療ケア児などにも配慮されている学校だ

と嬉しい。

ご意見

・商業施設を導入するのが難しいのではないかと客

観的に予想している。

・民間施設は財政的にも重要だと理解するが、民間

施設の規模によっては、施設全体のコンセプトにも

影響があるので、その規模感も含めて議論したい。

・私立保育園が既に多く立地しており、今後人口が減

ると公立保育園が不要になる心配もあるので、将

来の需要を見越して計画することが大切だ。

・具体的なイメージがわからないため、狭い敷地に盛

り込みすぎるのは不安。

・複合化反対の意見や、図書館跡地の利用を国に勝手

に決められないかなど、地域に様々な意見や不安が

あるが、本事業によって地域が分断しないかが心配。

・上級生が下級生を世話をするだけでなく、地域が子

ども達を支えるなど、「つながる」コンセプトのもと

「開かれた学校」として地域とつながり、子どもの豊

かな成長を支えてもらえると嬉しい。

・新しい取り組みなのだから、学校建替えをきっかけ

に人口が増えるなど、まちづくり・活性化につながる

と嬉しい。

・地域にどう関わって欲しいかを議論するための参加

機会や、コーディネーターなどが議論をリードするこ

とが重要ではないか。

◆民間機能について

◆機能の必然性

◆子育てに対する不安

２

◆複合化に対する配慮事項

・教育を中心とした方が妥当に感じるため、カフェ・

ジムなどは違和感を覚える。

・小学校を中心に考えると、鶴見中学など教育を中

心に考えた方が相性が良いと感じる。

・複合化で小学校と中学校を一緒にした方が親とし

ても安心であり、複合化する施設としても馴染みが

良いと感じる。

・鶴見中学校には魅力がなく建物も古いため、鶴見

中学校こそ複合化の対象としたほうが複合化の理

由として納得できる。

・気軽に図書館を使えることは利点だが、小さい子

どもが図書館に行かなければならないことになる

と危いし、学校図書室ならではの機能は必要なの

で、複合化で学校図書館が縮小することは問題。
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施設整備について

・防災拠点となっている小学校が高層化すると、高

齢者が避難場所まで避難できるか心配。

・セキュリティの区別と避難動線などの防災計画を

成立させることは難しいと推察するが、非常時の使

いやすさと普段の管理のしやすさが両立できるか

が心配。

・発電機能など、防災機能が初めから備わっている

と安心。

・グラウンドの砂が舞うのは近隣住民として好ましく

ない。

・狭い敷地に様々な機能を入れるとグラウンドが

減ってしまうのではないか心配。

・高層化には不安があるので、建物が何階建てにな

るのか知らせて欲しい。

・車椅子・視覚障害・高齢者などに配慮し、バリアフ

リーで誰でも使いやすい施設であってほしい。

・駅から近く高度利用が可能な地域の特性を活かし

て、高機能な施設になると嬉しい。

・他の参加者の意見を聞いて、安全やセキュリティへ

の配慮が強く求められていると感じた。

・工事中の安全など子どもへの影響が心配なので、

仮校舎を隣接中小学校敷地で整備し工期を短縮で

きるとよい。

・工事中については、騒音に配慮するなどと綺麗ごと

が書いてあるので、本当にできるのかかえって心配

になる。

・工事期間中の騒音などへの配慮は具体的にどう実

現可能なのかを示してもらわないと言葉だけでは

不安。

・いながら工事では騒音により学習環境が担保され

るか心配。

・工事中の防災拠点は確保されるのか心配。

・商店街は人通りも多く一方通行なので、駐車場の

待ち行列が出来てしまわないか、駐輪が溢れない

か心配。

・施設ができることによって駐車場や駐輪場が溢れ

かえり、交通渋滞が起こらないか心配。

・複合化が主目的になって小学校の建替えがなおざ

りになることを懸念しており、事業名称も「豊岡小

学校建替えに伴う複合化」などに変えるほうがよい。

・小学校建替えが主たる目的であるなら、小学校の

建替え計画で余った容積を複合化に充てればよい

はずで、複合化を進めることに至った経緯や目的が

曖昧だ。

◆施設のハード面について

◆近隣住民の生活環境への配慮

◆防災について

◆交通安全や車・自転車などに対して

◆工事中の懸念

３

◆複合化に対する配慮事項（つづき）

機能について（つづき）

・小学校は、単に広さを確保するということではなく、

子どもが安心して生活できるかが重要だ。

・複合化の内容より、学校がどうなるかをより重視し

たい。

・小学校と民間の複合化にどんなメリットがあるのか

知りたいので、事例などを示して欲しい。

その他全般的に聞きたいこと

・小学校の具体的な計画や姿について見えないこと

もあり、今は何を議論をすればよいのかプロセスが

よく分からない。

・計画の具体的内容が未だ示されていないため、現

段階で何を意見すればよいか分からない。

・このような市民との対話の場で、誰に向けて何の目

的で何を議論するのかが不明瞭なため困惑する。

・具体的な施設の内容に対して意見を述べたい。

・予め議論の内容を考えたいので、会議の目的が明

確であることが大切だ。

◆プロセスについて

・自分の意見がどう反映されたのか、あるいはなぜ

反映されないのかを知りたい。

・利害関係者を絞って、小学校に直接関係のある

我々に意見を聞いて欲しい。

・事前資料を見て参加する、何を言いたいか事前に

提出するなど、もっとたくさん議論ができると良い。

・議論をテーマ別にしたり、事前に意見を求めてそれ

に対して議論するなどして、なるべく議論の時間を

取りたい。

・少人数のグループディスカッション形式にすること

で、理解が異なる参加者とたくさん議論がしたい。
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・老朽化した今の小学校では不安なので、建替えを

早く進めるなどしてほしい。

・情報発信は「早めに」「具体的に」してもらえると嬉

しい。

・公表されてから2年も経つが、事業の情報発信が足

りていないと感じる。

・様々な機能を盛り込むことや高層化することが、か

えって行政や財政の負担になることがないか心配。

・複合化の目的には結局のところ財政面の事情があ

るようなので、そう書いてもらったほうが納得でき

る。

・財政面からも複合化が必要だということを明確に

することが重要だ。

・周辺住民としては、本件の動向は非常に気になる。

・小学校に通っている保護者や当事者の、現場の生

の声をもっと伝えたい。

・学校の中で起こる問題などについて先生の意見を

聞きたい。

・ワークショップ参加者だけでコンセプトをつくった

というが、参加者の範囲が広すぎるため、利用者と

なる人から十分に意見を聞くなどの配慮が必要。

◆事業の進行について

◆目的の明確化

◆様々な立場の声

以上

４

その他全般的に聞きたいこと（つづき）
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発行：横浜市財政局ファシリティマネジメント推進課

実施期間 令和５年10月20日から11月10日まで

応募件数 20件（豊岡地区、鶴見中央地区在住の方19件、その他地区（区内）の方１件）

ご協力ありがとうございました。

（仮称）豊岡町複合施設再編整備事業

「基本構想（素案）策定に向けた考え方」に対する意見募集の

実施結果について

基本構想素案の策定に向けた意見交換会（意見交換会２）

意見募集実施期間中に、豊岡小学校保護者の方および地域の方との意見交

換会を開催しました。その開催記録も、ぜひ、ご覧ください。

掲載URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/fmsuishin/facility-management/toyooka/toyookacm.html

関連イベント

ご意見

◆事業の内容について

■目的の明確化

・生活の不安を抱えている子ども達や子育て世帯が

安心できるように、「ここに来れば大丈夫」という明

確なメッセージを出してほしい。

・何に困っているか、何を先に解決しなくてはいけな

いのか、きちんと考える必要があると思う。

・敷地の狭い小学校に複合化することで、子どもの

ための施設を減らすのは反対だ。

・小学校は老朽化しているので、安全面でも建替え

が必要だと思うが、複合施設にする必要性を感じ

ない。

・基本的には賛成。都会の駅前で限られた中で様々

な機能を含む施設を建設しなければならないこと、

そこで複合型にすることに異論はない。

・豊岡商店街の活性化や中高生の勉強の場の要望が

あるようだが、このプロジェクトで解決できない内

容と思う。

・複合施設にすることは反対。

・「なんのために複合施設再編をするのか」の目的・

テーマが希薄な内容と感じる。老朽化を更新するだ

けとならないよう、「豊岡町の将来、１００年先」を見

据えたビジョンを明確に提示し、取り組んでほしい。

■コンセプトについて

・言葉の問題で学校活動や町内会活動に加わる方が

少ないので、外国籍の方が日頃からコミュニケー

ションを取れる交流の場ができるとよいと思う。

・色々な年代が通える場所になると、新たな交流が

生まれてよいと思う。

■施設と地域の関係性について

・図書館、保育園が移転すると、東口に住んでいる人

の足が遠のくので残念だ。西口と東口で不公平感

がある。

■これからの地域に必要な機能

・知っている人だけが使う施設にならないように、施

設整備とオンライン情報の掲載システムをセットで

考えて、地域住民が利用しやすい施設を目指してほ

しい。

・単に複数の施設がまとまってあるだけとならない

ように規則を組み込むなどの仕組みづくりを議論

してほしい。老若男女が関わりあうといったテーマ・

構想につながるように実現性含め検討してほしい。

1

５月に実施したワークショップのご意見などを踏まえて作成した

標題の資料について意見募集を行いました。また、本事業につい

て期待することや配慮してほしいことなどのご意見もいただきま

した。実施結果を整理し、まとめましたので、ご覧ください。

いただいたご意見は、基本構想（素案）の策定にあたり参考とさ

せていただきます。

４．「基本構想（素案）策定に向けた考え方」に対する意見募集の実施結果

横浜市ホームページ掲載より
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■これからの地域に必要な機能（つづき）

・大人になってスポーツをする場所がないので、体育

館などを貸出してもらえると嬉しい。

・公園などの遊び場が少ないので、遊べる場所も確

保できると嬉しい。

・小学校と保育園、日本語教室との複合化は、保育園

から小学校への円滑な移行、多文化共生の点から

重要だと思う。

・日本語教室は、英語などの語学教室として再編す

ると利用者が限定的にならないのでよいと思う。

・アクセス性がよいので、通級指導教室を設置しても

らえると利用の選択肢が広がると思う。

・理科・科学系の習い事が周辺にないので、複合施設

の機能に入ると嬉しい。

・わっくんひろばも複合施設に入ると行きやすくなる

ので移転してはどうか。

・複合施設に行政手続きの窓口があると嬉しい。

■民間機能について

・子どもの学びにつながらない民間機能が入ると違

和感がある。

・複合施設に加える民間機能は小学校や保育園につ

ながりのある内容として、そぐわない民間機能が併

設されないようにしてほしい。

・昔ながらの地域を支える施設との関係が気になる。

・スポーツジムやプールが赤字になった場合にどうす

るのか心配だ。近隣既存施設があるので、利用見込

みの試算など慎重に行ってほしい。

・小学生や保育園児の教育や育児サポートを利用者

に依頼する一方で老人施設利用料を安価に設定す

るなどの相乗効果を図るような老人施設や食堂運

営などが有効と考える。また、食堂施設は給食や一

般営業などで収益向上も考えられる。

■複合化に対する配慮事項

・不特定多数が利用する図書館と、保育園、小学校が

複合化することで、セキュリティの点が心配だ。不

特定多数が施設内にいるので、従来の小学校に比

べたらセキュリティに不安がある。

・複合化により子どもが遊ぶ・学ぶ空間が狭くなり、

子どもの健全な発達を阻害してしまわないか心配

だ。子どものための豊かな空間を確保することが

難しければ、図書館は現在の敷地で設置することも

検討が必要だと思う。

・機能を盛り込み過ぎて、無駄なスペースや人材が発

生しないか心配だ。

■機能の必然性

・小学校の周辺には既存の保育園があるので、複合

施設にあえて保育園を入れる必要はないと思う。

・図書館は公共性が高いので、より利便性の高い駅

周辺のビルなどへの移転が望ましいと思う。

■施設のハード面について

・小学校の建替えが元々の目的なので、十分な面積

が確保できるようにしてほしい。

・小学校のグラウンドは今の広さでは狭いので、十分

に確保してほしい。

・老若男女、ワンストップスペースとして１階に直接入

れるよう入口をピロティとして作ってもらいたい。

栄区の「さかえすた」は関係者以外は入りにくい作

りだと思う。

・シークレインのような、ものすごく中途半端な複合

施設にだけはならないでほしい。

◆事業の内容について（つづき）

2

◆期待すること

■まちや地域活動の活性化

・地域住民が使いやすく、地元団体の支援、応援がで

きる場所にしたい。

・ますます鶴見の人気が高まることを期待している。

・生涯学習や、まちの活気につながる活動を支援す

る場となること。

・少子高齢化に柔軟に対応できるように複合施設を

再編することを期待している。

・子どもと高齢者が接点を持つ仕組みを導入し、まち

の活性化につながることを期待している。

・商店街と近い立地を活かして、まちの活性化や子ど

も達が様々な体験ができる場となるとよい。

■交流の促進

・外国籍の方達の交流の場になること。

■子どもの居場所

・小中学生が雨の日にも集まれる場所になるとよい。

・駅周辺には子ども達がのびのび遊べる場所が少な

かったり、有料だったりするので気軽に通えないの

で、子ども達が安全に過ごしたり、周りを気にせず

のびのび遊んだりできる室内施設を増やしてほし

い。

・子どもに関する機能を複合化して、幼児から中学生

まで過ごせる場になるとよい。

・虐待対応件数や一時保護者数、不登校が他区に比

べて圧倒的に多い。 それを少しでも減らしていけ

るよう、今回のような施設再編整備の機会で それ

らに対応できる機能をしっかりと鶴見区に置ける

とよいと思う。
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◆期待すること（つづき）

3

■教育環境の確保

・グラウンドが狭くならないか心配だ。土に触れるこ

とも重要なので、地面にグラウンドを確保してほし

い。

・工事中、子ども達の生活環境が確保できるか心配

だ。

・工事中の児童の勉学、校庭活動、キッズ活動が損な

わらないようにしてほしい。音や振動などで子ども

達が不安にならないか心配だ。

・仮校舎で6年間過ごすことになり、自分達には何も

よいことがなかった、と思う世代をなくしてほしい。

■安心・安全

・小学校、保育園、キッズのセキュリティをしっかり管

理してほしい。

・図書館や保育園が西口に移転すると、東口を利用

する住民は、鶴見駅を横断するか高架下の狭く暗

い道路を渡る必要があるし、小学校周辺は人ごみ

や自転車の往来が多く、そのような場所に子ども達

が行くことに不安がある。

・複合施設になった場合に、災害時の避難場所として

どのように使うのか検討してほしい。

・子どもが迷子になったり、他の施設に紛れ込まない

ように、工事中は子どもの目線で事故が起こりにく

い計画になるように配慮してほしい。

■利便性の確保

・トイレは引き戸にするなどバリアフリーに配慮して

ほしい。

■その他

・明確な理念、ビジョンに基づいて取捨選択のスピー

ドを持って、事業を推進してほしい。

・図書館、保育園が移転した場合の跡地がどうなる

か心配だ。現在と違う機能でもよいので大人がい

る施設が残ると、周辺の子どもたちの安全安心が

維持できてよいと思う。

・図書館が移転すると、 鯉ヶ渕公園で遊んでいる子

ども達が困らないか心配だ。

・保育園や図書館が目の前にあり、公園やグラウンド

も魅力的でマンションを購入したので、移転した場

合の跡地がどうなるか心配だ。

・鶴見中央から豊岡に行くときに線路下を通るが狭

くて危ないので広くしてほしい。

・鶴見図書館や鶴見保育園の移転後も、図書の貸出・

閲覧サービスを有する公共施設や保育園など、子

ども達の居場所となる施設を設置してほしい。

◆配慮してほしいこと

■機能の充実

・勉強や読書のためのスペースを広く設けてほしい。

・公的な施設の利用は平日のみで、土日に活動する

ための場所は使用料がかかるので、小中学校の

PTAで土日に会合する場合の場所として活用した

い。

・もっと多様性な施設にすべき。特別支援学校との

交流や発達支援施設との連携などインクルーシブ

教育の発信の場として、もっと踏み込んだことを

やって地域の子供の将来のために役立ててほしい。

・青少年の地域活動拠点や不登校の子ども達の居場

所、里親支援センターなど、現在鶴見区にないもの

を導入してほしい。

・子育て支援拠点「わっくんひろば」、乳幼児健診やワ

クチン接種会場、子どもの一時預かりが入ると、子

育てのことはここに来れば対応できる場にできて

よいと思う。

・今後、区役所に設置されるこども家庭センターもこ

こに移転ができるといいと思う。

■安心・安全

・各施設の利便性と安全性が向上すること。

・子ども達の安心、安全、健やかな成長を後押しする

こと。

■環境配慮

・SDGsの考え方を取り入れた施設になるとよい。
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以上

4

■事業の進行について

・6年間全てを仮校舎で過ごすことになる児童が出

てくるのは可哀想。子ども達が早く新しい校舎で過

ごせるようにしてほしい。

・和式トイレなど、今の小学校において先に整備する

べき場所があると思う。

■情報発信

・説明会や意見交換会についてあまり周知されてお

らず、申込期間も短いので、情報発信に力を入れて

ほしい。

・今後の検討進捗状況について情報提供をお願いし

たい。

■工事中の懸念

・工事中に在学している子どもたちの生活、学習環

境が心配だ。

・小学校の敷地の中で仮校舎と本校舎があり、子ど

も達の安全性や窮屈な活動制限に懸念があるので、

仮校舎を建てる敷地を確保できるとよいと思う。

・工事中でも安心して勉強、遊びに集中できる場所

の確保をお願いしたい。

・工事中に在学している子どもたちへの影響が心配

なので、早めに情報発信をしてほしい。

・工事中に在学している児童への影響を考えて頂き

たいのと、説明をお願いしたい。

■様々な立場の声

・小学校の児童や先生の意見も取り入れてほしい。

・住民目線で検討してほしい。

・老人施設や市民施設を入れるのではなく、子ども

のための施設となるよう、複合化する機能を検討し

てほしい。

・豊岡町にはわっくんひろばがあり、豊岡町にばかり

子育て機能が整備されることに不満があるので、

跡地についても記載して周辺住民の同意を得られ

るようにしてほしい。

・子育て支援の充実に向けて、民間の助成金の活用

など、情報収集や地元の実践者の意見を取り入れ

てほしい。

・子育て世代として、鶴見保育園、鶴見図書館、豊岡

小学校を普段から利用しているので、施設が複合

施設として再建されることは、とても嬉しくわくわ

くする。

◆プロジェクトの進め方について

参４



「（仮称）豊岡町複合施設再編整備事業基本構想

（素案）」に関する市民意見募集の実施結果 

令和６年３月 

「（仮称）豊岡町複合施設再編整備事業基本構想」を策定するにあたり、同基本構

想の素案に対する市民意見募集及び地域の方を対象とした意見交換会を実施しまし

た。その実施結果及び本市の考え方をまとめました。 

５．「（仮称）豊岡町複合施設再編整備事業基本構想（素案）」に関する市民意見募集の実施結果
横浜市ホームページ掲載より

参５

01082052
ハイライト表示

01082052
ハイライト表示
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１ 実施概要及び結果

【市民意見募集】 

(１) 実施期間

令和５年 12 月 26 日（火）から令和６年１月 24 日（水）まで

(２) 募集方法等

ア 閲覧及び市民意見募集チラシの配布

鶴見区区政推進課広報相談係、鶴見図書館、市民情報センター等

イ 横浜市ホームページへの掲載

ウ 横浜市 X（旧 Twitter）での配信

エ 関係団体への説明

豊岡小学校保護者説明会、鶴見区自治連合会

(３) 意見の提出方法

ア 横浜市電子申請・届出システム

イ 電子メール

ウ 郵送

エ FAX

(４) 意見提出人数

19 名

(５) 提出方法別内訳

ア 横浜市電子申請・届出システム 17 名

イ 郵送 １名

ウ FAX １名

【意見交換会】 

(１) 開催日等

ア 令和６年１月 13 日（土） 10 時から 11 時 30 分まで（近隣地域の皆様向け）

イ 令和６年１月 16 日（火） 18 時から 19 時 30 分まで（鶴見区民の皆様向け）

(２) 場所

ハーモニーとよおか（鶴見区豊岡町 28 番４号）

(３) 参加人数等

ア 令和６年１月 13 日（土） 12 名

参５
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イ 令和６年１月 16 日（火） ６名

(４) 当日の流れ

ア 開会・事務局からの概要説明

イ 基本構想（素案）についての説明

ウ 意見交換会

エ まとめ・閉会

(５) 意見交換会のテーマ

ア 基本構想（素案）についてのご意見

イ 施設配置についての注意点・配慮事項

２ 実施結果‐まとめ

(１) 基本構想の項目別内訳

※１ 市民意見提出時に選択された「項目」を示します。また、意見交換会のテーマ

でいただいたご意見については、内容に応じて、上記「項目」毎に振り分けて

集計しています。 

(２) ご意見及びご意見に対する本市の考え方

ご意見（133 件）に対して、「基本構想」への反映の考え方は次のとおりです。

項目 ※１ 件数（件） 割合（％） 

1. はじめに 12 9 

２. 目指す姿 19 14 

３. 施設計画 40 30 

４. 事業手法 9 7 

（参考）現状と課題 1 1 

その他 52 39 

合計 133 100 

分類 対応 
件数

（件） 

割合

（％） 

修正 「基本構想」に「記載内容を修正」して反映したもの 6 4 

既に反映 
意見の趣旨が、既に「基本構想」に反映されているもの・

「基本構想」に沿うもの 
25 19 

参 考 今後の検討の参考にするもの 93 70 

その他 その他 9 7 

合計 133 100 

参５
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ア 【市民意見募集】

項目 １. はじめに 

No. ご意見 本市の考え方 
分 

類

1 はじめにについて 老朽化した小学校や図書

館を複合施設として再編整備し小学校単独の

建替えでは 成しえない相乗効果等を生み出

し、地域の活性化や魅力向上を図るとありま

す。 期待したいところです。しかし、 P２事業

の背景に 「横浜市の持続的な発展に向けた

財政ビジョン」の中で 今後もサービス維持向

上のため公共施設の規模・量、質、保全更新

コストの適正化を図ることとしている。 この事業

は、これらの具体化を目指す大規模再編整備

のプロジェクトです。 （一部略）とありますが、 

その前の少子化による人口減少が進む中で、

公共施設の見直しが必要になっているとの記

述から、 「公共施設の規模・量・質、保全更新

コストの適正化」が財政難解決のために行われ

ることであり、 地域の活性化のためや魅力向

上を図る事業ではないのではないかと思ってし

まいます。 せっかく再編整備するのであれ

ば、 これまで以上に市民の利用を考え、未来

に向けての規模・量・質として考えて欲しいと思

い、期待しています。  

豊岡小学校、鶴見保育所、鶴見図書館、つるみ区

民活動センターは、いずれも、将来に渡り市として

必要な施設です。このため、小学校の建替えを機

に、効率的な再編整備を行うとともに、併せて、高

機能化や地域活性化を図るものです。今後、コン

セプトの実現に向けて、事業計画や設計等の検討

段階に合わせ、意見交換会等でご意見をいただき

ながら、事業の詳細な計画や設計等を検討してい

きます。 

参 

考

2 P6 民間事業者のアイデアについて、地域住

民の声を聞いてください。個人的にはカフェな

ど街中にあるものを、わざわざ持ってこなくても

いいと思います。少子化による人口減少のた

めといいますが横浜市の財政が苦しいのは開

発、大型の箱物建設事業にばかり力をいれて

きたためです。持続可能性があるとは思えない

金沢区のデリバリー弁当工場。上瀬谷テーマ

パークは、やめてください。今、公共のサービ

スが乏しい。特に福祉、介護。再編したからと

言って向上するとは思えません。机上の空論。

絵に書いた餅です。 p８ 子育てしたい街で、

中学校給食、デリバリー弁当は、ありえません。

選択制の方がましです。 ブランド力の向上で

もデリバリー弁当は、ありえません。   

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わせ、

意見交換会等でご意見をいただきながら、検討を

進めていきます。 

なお、中学校給食についてのご意見は、本事業で

は対応が困難ですが、横浜市中期計画 2022～

2025 の中で、令和８年度から中学校給食の利用を

原則とすること、デリバリー方式により供給体制の

確保に向けた準備を進める方向性をお示ししてい

るところです。いただいたご意見は、所管部署に伝

えます。 

参

考

参５
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3 学校は、学校の機能のままが良いと思います。 

コミュニティの場所が、学校である必要性が理

解できません。 図書館や、区民センターが、

交流の空間を作れば良いと思います。  親不

在の、学校という子供と先生だけの空間で、昨

今では、全生徒を見ることもままならない、大変

な教育環境下で、様々な方々との交流はプラ

スどころか、リスクになるのでは？と危惧してお

ります。 

小学校の教育環境の向上を図ることができるよう、

現在の施設整備水準等に基づき、教室や体育

館、グラウンド等の広さや機能を整備します（基本

構想 P.12～14、32）。また、専用の出入口を設け、 

他施設の利用者と移動動線が交わらないようにす

る等、必要なセキュリティを確保し、安全安心な環

境を整えることとしています（基本構想 P.12～14、

17、32）。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含め

た詳細を検討します。 

参 
考

4 5P の東側敷地を総合的な利活用を検討する

との事ですが、具体的な検討内容の意見を求

めないのでしょうか？ 

東側敷地の利活用については、事業計画や設計

等の検討段階に合わせ、ご意見をいただきながら

検討を進めていきます。 

参 

考

5  9ｐ 1.3 複合化の対象施設・設置を計画する

敷地 「豊岡小学校周辺には、次の図のよう

に、複数の公共施設が立地しています。このう

ち、築年数が比較的古く老朽化等による建替

えが想定され、小学校と親和性があり、複合化

により互いの機能の連携や相 乗効果の発揮

が期待できる施設として、鶴見図書館、鶴見保

育園、つるみ区民活動センター及び小学 校

内で行っている日本語教室豊岡教室（日本語

指導が必要な、市内の中学生及び豊岡小学

校の児童 が通級）、放課後キッズクラブを、複

合化の対象施設としています。 」 について、

児童施設と図書館との併設に反対します。 

豊岡町複合施設（仮称）は、豊岡小学校周辺に立

地する公共施設のうち、「学び」等の共通点があ

り、複合化により互いの機能の連携や相乗効果の

発揮が期待できる図書館、保育所、区民活動セン

ター等を対象としました。なお、小学校、保育所

は、専用の出入口を設け、 他施設の利用者と移

動動線が交わらないようにする等、ある程度独立し

て設置するものと考えています。複合施設との連携

のしやすさにも配慮しますが、施錠管理や運営上

の配慮も行うことで必要なセキュリティを確保し、安

全安心な環境を整えることとしています（基本構想

P.12～14、17、32）。

参 

考

項目 ２. 目指す姿

6 目指す姿について P11 のワークショップ、意

見交換会の主なご意見は、ぜひ叶って欲しい

し、 このような施設ができることを期待します 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わせ、

意見交換会等でご意見をいただきながら、検討を

進めていきます。 

既
に
反
映

参５
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7 p１１ 中学校給食がデリバリー弁当では子育

てしたい街にはなりません。選択制の方がいい

です。 ｐ１２複合施設でも小学校は分けられて

いるので、子供からお年寄りまで同じ空間で過

ごすことにはならないと思います。  

図書館、つるみ区民活動センター等に、多世代が

利用できる空間をつくり、隣接する小学校の児童

等と、今まで以上に交流の機会が持てるようにして

いきます。今後、事業計画や設計等の検討段階に

合わせ、意見交換会等でご意見をいただきなが

ら、事業の詳細な計画や設計等を検討していきま

す。 

なお、中学校給食については、本事業では対応が

困難ですが、横浜市中期計画 2022～2025 の中

で、令和８年度から中学校給食の利用を原則とす

ること、デリバリー方式により供給体制の確保に向

けた準備を進める方向性をお示ししているところで

す。いただいたご意見は、所管部署に伝えます。 

参 
考

8 10P 融合・連携による機能について。 鶴見駅

の隣の川崎駅と比べると子どもたちの習い事の

種類が、鶴見駅近辺では限定されてしまう。 

最近は少し増えてきたが、プログラミングや理

科実験教室が鶴見駅からアクセスしやすいとこ

ろにあれば 子どもたちを通わせていたと思う。

そのような中で STEAM ラボは特に魅力を感じ

る。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご意

見をいただきながら、事業の詳細な計画や設計等

を検討していきます。 

既
に
反
映

9 良い面だけが書かれていまして、昨今多発し

ている幼児犯罪の問題に対する危機感が残念

ながら感じられませんでした。 そして、先に述

べた通り、目指す姿を実現するのが、学校であ

る必要はないと考えております。 学校空間に

入る人がどのような目的なのか、審査する事は

難しいと思います。 子供が、外に学びに行け

ば良いのでは、と思います。子供の空間に大

人を呼び込む必要性はないと考えております。 

小学校・保育所には、専用の出入口を設け、 他施

設の利用者と移動動線が交わらないようにする等、

ある程度独立して設置するものと考えています。複

合施設との連携のしやすさにも配慮しますが、施

錠管理や運営上の配慮も行うことで必要なセキュリ

ティを確保し、安全安心な環境を整えたいと考えて

います。 

ご意見は、今後の設計や運営方法等の検討に参

考にさせていただきます。 

参 

考

10 目指す姿を考えながら計画を検討いただけれ

ばと存じます。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご意

見をいただきながら、事業の詳細な計画や設計等

を検討していきます。 

既
に
反
映

参５
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11 P9-10、民間機能について 民間事業者との連

携によるサービス提供について、考え方に賛

同ですが、複合施設コンセプトへの合致性だ

けでなく長く事業継続してもらえる内容・相手

か、といった点も考慮頂ければと思います。 公

共施設内での事業活動が『利益が上がらない

ので早々に撤退』は「廃れた感」が出て施設そ

のものに対する印象が非常に悪化し利用率な

どに悪影響を出すことが懸念させるためです。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。今後、事業計画や

設計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご

意見をいただきながら、事業の詳細な計画や設計

等を検討していきます。また、引き続き、民間事業

者からのご意見等も踏まえ、詳細を検討します。 

参 
考

12 14ｐ 2.3 各施設の基本的な機能・目的等 鶴

見図書館「子ども・子育て世代、高齢者の方、

障害のある方など、多様な利 用者のニーズに

応えることができ、滞在したくなるような居心地

の よい空間を提供します。 」について、 昼寝

や休憩目的や犯罪目的での図書館の利用者

は、排除して欲しい。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。 

図書館は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた施

設整備を行います。今後、いただいたご意見を参

考にしながら、事業計画等の中で運営、管理の方

法等も含めた詳細を段階的に検討します。 

参 

考

13 この度 複合整備にあたり、特に大きな問題は

なく、意見提案を記述します。 

先行事例が写真で説明されていてとてもいい

です。 

いただいたご意見を参考に、引き続き、検討を進

めてまいります。 

既
に
反
映

参５



7 / 37

項目 ３. 施設計画 

14 施設計画について P12 小学校、保育所のセ

キュリティは、専用の出入口があるだけで大丈

夫でしょうか、 いろんな人が集まる場所と併設

することになるのです。 必要なセキュリテイと

は、他にどのようなことを考えているか知りたい

です。 P13 学校図書館と市立図書館の連携し

やすい配置は良い考えだと思いますが、 小学

校のセキュリテイ重視でお願いしたいです。 

P18 横浜市図書館ビジョンの趣旨を踏まえた

図書館に期待します。 これまでになかった機

能を充実させるだけのスペースが確保されるこ

とを願います。 P22 民間機能について 先行

事例とか具体的にどのような民間機能なのか、

もう少し詳しく示して欲しいです。 （２．４）コン

セプトに合った民間機能は、各公共機能と連

携して小学校、保育所も有効な連携を検討し

ます。 とありましたが、子供たちのプライバシ

ーや安全は確実に守られるのかが心配です。 

小学校・保育所は、専用の出入口を設け、 他施

設の利用者と移動動線が交わらないようにする等、

ある程度独立して設置するものと考えています。複

合施設との連携のしやすさにも配慮しますが、施

錠管理や運営上の配慮も行うことで必要なセキュリ

ティを確保し、安全安心な環境を整えたいと考えて

います（基本構想 P.12～14、17、32）。その上で、

各施設が機能融合・連携することで相乗効果や新

たな価値を創発できるよう検討します。また、「横浜

市図書館ビジョン」も踏まえながら、創意工夫に努

めてまいります。 

今後、いただいたご意見を参考にしながら、事業

計画や設計等も含めた詳細を段階的に検討しま

す。 

参 

考

15 ｐ１８横浜市の環境の配慮は、間違っていま

す。上瀬谷の自然を潰して花博。テーマパー

ク。関内駅前に３棟の高層ビル。脱炭素計画

に反しています。先駆けとなるようにといいます

が、他の小学校と差がありすぎるのは問題だと

思います。 

学校建替えにあたっては、「横浜市地球温暖化対

策実行計画（市役所編）」等に基づき、自然エネル

ギー有効利用や再生可能エネルギーの導入、木

材の利用、断熱性能の向上、高効率空調の設置

等に取り組んでいます。豊岡小学校の建替えにあ

たっても、同様に取り組む予定です。 

また、複合化しても、現在の学校施設整備水準等

に基づく学校施設等の整備を図るとともに、児童の

安全確保等との両立など、教育環境の整備・確保

を図って行きます。 

ご意見は、今後の設計や運営方法等の検討に参

考にさせていただきます。 

そ 

の 

他

参５
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16 ｐ13 図書館について 鶴見区図書館を利用さ

せて頂いてる者として、図書館の拡充を期待し

て意見を述べます。  １．鶴見区図書館の現

状から改善すべき 2 つの基本課題 （１）蔵書

数が市内図書館でワースト 2 位 蔵書を増や

し、なおかつ、快適空間の中で読書ができ、さ

らに、多世代交流の場やグループ学習できる 

部屋の整備等、図書館の未来像を実現するに

は、図書館のスペース拡大しかありません。 し

かし、今回の素案に肝心な「整備後の延床面

積」が表示されていません。 整備方針に「単

館で建て替えた場合に比べて面積を縮小」と

記載されています。まさか、現状を削減する考

えはないと思いますが、明示されない現状では

とても「先進事例となるよう検討」にはならない

の では不安におもいます。 ・横浜市の図書

館の未来像を実現する初のプロジェクトになる

「事業計画案」策定されることを強く要望しま

す。 （２）アンケート結果で「身近な場所での本

の貸出返却」が 7 割近い。（p34） この解決に

は、図書館が 29 万人に 1 か所という問題の解

決が基本課題と考えます。 （私が政令市の図

書館統計から調べたら、「政令市平均では 1

区で 1.7 館」でした） それがすぐに解決できな

ければ、私は地区センターのネットワーク構築

で解決できないかと以前か ら感じていまし

た。 ・地区センターの有効活用ふくめ、「すべ

ての地区センターで本の貸出返却」できる連携

機能を確立を早急に実施されることを要望しま

す。  ２．超高齢社会における図書館機能拡

充の提案 今後も増大する高齢者大集団の知

恵と力を、地域社会にどう発揮していただくか

は、 高齢者自身の生きがいになると同時に、

地域力を育む大きな力になると考えます。 高

齢者の潜在力を開発･発揮する鍵を握るのが

図書館ではないでしょうか。それに貢献できる

機能拡充の記載を求めます。 ・私が考える

「高齢者が期待する図書館機能」について、参

考までに、記します。 ① 超高齢期になって

も、日常生活能力を維持する健康実現への学 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。 

図書館は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた施

設整備を行います。複合化による機能の充実と多

様な活動を支えられるようにするため、図書館の所

蔵する蔵書・情報を拡充し、機能を充実することが

必要です。今後、いただいたご意見を参考にしな

がら、事業計画や設計等も含めた詳細を段階的に

検討します。 

また、地区センターの活用や超高齢社会における

図書館についてのご意見は、今後の政策の検討

の参考にさせていただきます。 

参

考

参５
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№ 

16 

の 

続 

き 

習と実践を支える役割   例 高齢期健康づ

くり・生き方に関しての書籍コーナー、講演会、

交流する企画等の開催 ② 情報格差を改善

する企画（・図書館が高齢者のパソコン･ボラン

ティアを養成し、別の高齢者に教える ③ 多世

代交流・社会参加の機会を醸成する企画   

高齢者がコラボするユニークな企画がつくられ

ることを期待します。 ④ 高齢者の図書館運営

への参加・ボランティア協力  ・来館できない

人や高齢者施設へ本の無料送付  ３．「図書

館運営への住民･利用者参画の仕組み」構築

の提案 図書館は、地域住民のための施設で

す。 ・その充実・発展へ住民も図書館運営へ

の１員としてその責任を果たしたいと考えます。 

参画の場を作って頂きたい。   

17 15ｐの小学校の必要諸室と規模について、図

書室の項目がありませんが小学校専用の図書

室は必要です。 書架のある部屋にクラス単位

で移動して周りにある資料を利用することは授

業の展開上必要です。図書館が隣接している

とはいえ、一般の利用者と 同時に利用するこ

とは考えられませんし、必要な資料が貸出中で

利用できないということも起こると思います。カリ

キュラムの展開に即した資料の常置は必須で

すし、場合によっては複本で用意する必要もあ

ります。選書や利用に際しての業務を担う学校

司書の配置も必須です。 

小学校は、現在の施設整備水準等に基づき、図書

室を整備します（基本構想 P.12～14、32）。図書館

は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた施設整備

や空間づくりを行いますが、建物を集約化、高層

化することで、面積の確保は可能と考えています

（基本構想 P24～25）。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含め

た詳細を検討します。 

いただいたご意見を踏まえ、基本構想の「3. 施設

計画 3.2 整備機能と必要諸室 3.2.1 小学校（4） 

必要諸室と規模」に「学校図書館」を追記しました。

面積については、「教室等」に含まれているため、

変更はありません。 

修 

正

参５
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18 14P IC タグなど、デジタルインフラの導入に

ついて、市での検討状況を踏まえ、必要な機

器を適切な 場所に配置します。 本の貸出だ

けでなく、そもそも入館時にカードを読み取っ

て入れるようにしたほうがセキュリティはよいの

ではないか。 現在の鶴見図書館は 2 階が子

ども向け、3 階が大人向け。3 階はほとんど成

人男性が席を埋めており、女性は利用しづら

い。 経済的な事情で図書館に来ているようで

あれば生活の支援へつなぐ役割も含めてほし

い。  24P 複合施設の配置の検討 駅からの

利用者の動線を考えるとパターン③がいいよう

に思われるが 子どもたちのプライバシー（不審

者対策）を考えるとパターン②がよいように思

われる。 （図書館や鶴見区民活動センターは

不特定多数の人が利用するため注意が必要

だと思う。） 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。 

基本構想策定後は、いただいたご意見を参考にし

ながら、管理運営の検討や施設配置の検討を段

階的に進めていきます。 

参 
考

19 p13  子どもの学びと読書を支えるため、学校

図書館と市立図書館が連携しやすい配置を検

討します。  豊岡小学校の学校図書館と鶴見

図書館について、どのように連携し利用をして

いくのかが気になります。具体的なことはこれ

からなのでしょうが、学校司書がきちんと位置

付けられることを希望します。 

小学校や図書館等が連携することにより、これまで

の公共施設の枠組みを超えて、新たな活動や学

び、出会いを創造できるよう目指していきます。 

ご意見は、今後の設計や運営方法等の検討に参

考にさせていただきます。 

参 

考

20 この計画書を考えられた人は、実際の小学校

を見ていないのではないかと不安になります。  

安心安全は、不可能なのでは？と危惧してお

ります。 豊岡小学校は大きくありません。周辺

の道も細く狭いです。 朝は、駅に行く通勤の

人で学校前は子供と大人でぐちゃぐちゃです。 

そこに、新たな人を呼び込むとなると、トラブル

が多発しそうと危惧しております。  現在でも、

グラウンド、教室がとても狭いと感じています。 

また、施設から、グラウンドが丸見えになるので

はないでしょうか。   

小学校は、現在の施設整備水準等に基づき、教室

や体育館、グラウンド等の広さや機能を整備する

（基本構想 P.12～14、32）とともに、専用の出入口

を設ける等、安全安心な環境を整えることとしてい

ます（基本構想 P.12～14、17、32）。 

今後、通学時等の施設周辺の安全対策や動線計

画については、いただいたご意見を参考に、設計

等も含めた詳細を検討します。 

参

考

参５
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21 今まで、駐輪場（バイク）が無いために、今は、

港北区の図書館まで行っています。 新しい施

設には、是非、駐輪場（バイク）をお願いしま

す。図書館利用者には無料で利用させて頂き

たいです。 

複合施設整備に必要な駐車場・駐輪場台数を「横

浜市駐車場条例」「横浜市自転車駐車場の附置等

に関する条例」等に基づき確保するとともに、利用

性や安全性の観点から適切な位置に配置します。 

今後、いただいたご意見を参考にしながら、運営

方法等も含めた詳細を段階的に検討します。 

参 
考

22 p24 のパターンについて パターン①もしくは

パターン③を希望致します。 理由 鶴見図書

館の利用を考えた際、鶴見駅からのアプロー

チを考え、駅に近い配置がいいかと思う為 

いただいたご意見は、今後の設計等の参考にさせ

ていただきます。 

参 

考

23 17ｐ 3.1 複合施設整備の基本的な考え方 図

書館のビジョン 「これからの図書館では、子ど

も・子育て世代、高齢者の方、障害のある方な

ど、多様な利用者のニーズ に応えられる、滞

在したくなる、居心地のよい空間づくりを進め、

図書館で過ごす中で様々な活動に触 れら

れ、参加を後押しできる場となります。」につい

て、  児童施設と図書館の併設には、反対し

ます。  まず、図書館は、「図書館の自由に関

する宣言」のため、 憲法に基づき、誰でも自

由に利用できます。  そのため、実際にはホ

ームレスの方が休憩するために 鶴見図書館

で昼寝しているのが、現状です。 女性や児童

は、怖くて近寄れません。  ある図書館に関す

る論文では、児童へのいたずら、 ホームレス

による迷惑行為、変質者や痴漢的行為が 報

告されています。  また、鶴見警察署の鶴見

管内の路上で痴漢や盗撮やストーカー行為が 

毎週のように報告されています。 このような犯

罪者であっても、図書館には自由に利用でき

ます。  一方、小学校に併設される予定の保

育園や放課後児童クラブは、 幼児や児童が

利用するものであって、 外部不審者との共存

は、避けるべきと考えます。  以前の事件を忘

れてはいないと思いますが。  よって、誰でも

入れる図書館は、併設ではなく、 児童施設と

は、まったく別の場所に建設して欲しい。  児

童と外部不審者が相互に出入りできる 危険な

共通スペースは避けて頂きたい。 

小学校・保育所には、専用の出入口を設け、 他施

設の利用者と移動動線が交わらないようにする等、

ある程度独立して設置するものと考えています。複

合施設との連携のしやすさにも配慮しますが、施

錠管理や運営上の配慮も行うことで必要なセキュリ

ティを確保し、安全安心な環境を整えたいと考えて

います。 

ご意見は、今後の設計や運営方法等の検討に参

考にさせていただきます。 

参

考

参５



12 / 37

24 （１）小学校 配置等

・パターン 3 が良いと考えます。理由は温暖化

の進行で日陰が重要だからです。 

・出来れば天然芝をグランドの天然芝化は、市

の小学校では例が少ないと推測されます。ぜ

ひ検討して下さい。 

・他の適応策としては、屋上緑化や太陽光発

電は実行されると思われます。体育館の冷房

化を検討して下さい。 

・どこか例があれば教えてください（質問）

学校建替えにあたっては、「緑の環境をつくり育て

る条例」に基づき、敷地面積と用途地域に応じた

緑化を行います。天然芝については、メンテナンス

や経費等の課題があり、東戸塚小学校（戸塚区）

や永田台小学校（南区）等でグラウンドの一部に設

置する例があります。 

また、「横浜市地球温暖化対策実行計画（市役所

編）」（令和５年１月策定）等に基づき、自然エネル

ギー有効利用や再生可能エネルギーの導入等に

も取り組んでおり、建替え後の体育館には空調設

備を設置します。 

いただいたご意見は、今後の設計等の参考にさせ

ていただきます。 

参 
考

25 （４）図書館

図書館は重要ですが、北寺尾や馬場地区は

少々遠く、移動図書館が有効と考えます。本図

書館予算の一部を振り向けてはどうか。 

図書館は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた施

設整備を行います。いただいたご意見について

は、今後の施策の参考とさせていただきます。 

そ 

の 

他

26 （７）その他 環境面など

・景観の制限、特に色

・無電柱化

・広い歩道

・多様な植樹、街路樹

・近隣の工場等の排熱を利用した空調

・電話基地局の設置（屋上）

・屋上緑化

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わせ、

意見交換会等でご意見をいただきながら、検討を

進めていきます。 

参

考

参５
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27 １．豊岡小学校の周辺の鶴見図書館、鶴見保

育園、つるみ区民活動センターの再編整備に

ついて 

総務省は公共施設の再編計画を各自治体に

出すよう要請したと思いますし横浜市も提出し

たと思います。が、本来実情に基づいて自治

体が判断すべきです。図書館について延べま

す。 

①図書館は図書館法に基づいて自治体が設

置するものです。建物の建設計画に PFI の手

法を用い民間の資金を活用するのはかまいま

せんが、実際の図書館の運営を指定管理会社

に委ねるのは図書館を変質させるものです。

他の事例でも 10 年以上経って、サービスは低

下し、運営経費はアップすることがいくつか実

証されています。一番問題なのは自治体が図

書館のノウハウの運営を失うことが大きな問題

であり。また、指定管理は 5 年ごとに変わること

も予想され、職員は非常勤が 90％、短期雇用

の傾向もあり、専門職の職場はそのノウハウが

安定して蓄積されません。図書館法は運営に

ついては自治体が責任を持つことを想定して

います。図書館法は変わっておりません。図書

館法に指定管理の運営を認める法律の変更

がなされない限り、本来はできないはずです。

PFI の手法を用いても運営を認める法律の変

更がなされない限り、本来はできないはずで

す。PFI の手法を用いても運営は直営が筋で

す。衆参国会に議論でも指定管理は図書館に

なじまないとしました。文科省の指定管理に対

する解釈は間違っています。総務大臣も疑義

を出した 

②鶴見図書館は規模が小さ過ぎです。現行の

倍の 3,000 ㎡は必要です。図書館全体の計画

でも 1 区 1 館では指定都市の図書館で数の

少なさが際だっています。20 万 9 千人に 1 館

だけですよ。指定都市の平均は 9,7 千人に 1

館です。蔵書率は 1 人当り 1.1 冊。指定都市

の平均は 1.7 冊です。資料費も 79.5 円。平均

は 106.7 円で最低クラスです。各区の図書館 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。 

図書館は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた施

設整備を行います。複合化による機能の充実と多

様な活動を支えられるようにするため、図書館の所

蔵する蔵書・情報を拡充し、機能を充実することが

必要です。今後、いただいたご意見を参考にしな

がら、事業計画や設計等も含めた詳細を段階的に

検討します。 

また、学校図書館については、学校図書館法では

「学校には、学校図書館を設けなければならない」

と定められており、この検討において、「学校図書

館を廃し、公共図書館を併設して利用させる」とい

う考えはありません。 

なお、学校と公共図書館が複合化することにより、

学校図書館と公共図書館がより緊密に連携し、学

校図書館における図書資料で不足する部分を、公

共図書館の資料活用や公共図書館司書からの

様々な支援等によって補完することや相乗効果を

図ることもできると考えます。 

参

考

参５
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№ 

27 

の 

続 

き 

の規模も小さく、大都市横浜にしては文化度の

低さにがっかりです。1 区 2 館を計画してくださ

い。大方の市民の意見はすくな過ぎとしてます 

③学校図書館は正規の司書が配置されてい

ないのでは？また、資料費も極めて低いです。

学校図書館と公共図書館の機能は違います。

学校図書館は学校教育に寄与するのが第 1

義です。過日文科省主催の学校図書館の事

例発表をお聞きしました。図書館が学校の授

業の中心になり、テーマに沿った IT 化も含

め、資料調べから、自分の考えをまとめ、クラス

の人達と討論をするというスタイルです。その

事例では図書館の司書さんが教師と一緒にな

って授業を進めるスタイルです。近未来の学校

図書館の事例です。図書館に正規の司書を配

置する。公共図書館との合併は論外です。真

っ当な図書館運営をすれば、地域は賑わいま

す。地域の賑わいの為に図書館の運営を変え

るのは本末転倒でしょう。 

項目 ４. 事業手法

28 p１９横浜市は教員が足りないそうです。あって

は、ならないことです。生徒の多様な学びより

も、基本的なことが身につくようにしてください。 

プールは防災の観点からあったほうがいいと思

います。 防災の観点から給食室を狭くしない

でください。 P20 放課後キッズクラブ 民間に

おまかせのため、各施設ごとに差があります。

公共の場を使うなら。ある程度、統一してほし

いです。 ｐ３１民間に任せれば質の高い公共

サービスができるという考えは捨ててください。

ある認定こども園は、ひどかったです。保育士

の虐待を横浜市が隠蔽。補助金不正受給。 

プロポーザル公募は、もうやめてください。しっ

かり横浜市が管理して地方自治体としての責

任をもってください。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。今後、いただいたご

意見を参考にしながら、運営方法等も含めた詳細

を段階的に検討します。 

なお、小学校の教育環境の向上を図ることができ

るよう、現在の施設整備水準等に基づき、教室や

給食室、体育館、グラウンド等の広さや機能を整備

します（基本構想 P.12～14、32）。 

また、ワークショップや意見交換会で、複合施設に

期待する機能として「健康増進」が挙げられてお

り、その施設として、スポーツジムやプールも想定

しており、（基本構想 P.10 ～11）なお、学校プー

ルについては、民間機能の活用を図ることができる

場合、整備しないことも検討します。今後、いただ

いたご意見を参考に、設計等も含めた詳細を検討

します。 

参

考

参５
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29 p26 事業手法について わかりやすい資料提

示と説明の機会を求めます。 事業手法は、質

を決める重要な課題を考えます。 ・各方式の

メリットとデメリットを明確にした資料を市民に示

し、決定する前に市民へ説明と意見を 聞く機

会を作って頂きたいと要望します  

今後は、より一層ホームページや SNS 等による周

知を図り、ご意見やアイデアをいただけるよう、努め

てまいります。また、事業の詳細な計画や設計等

の検討段階に合わせ、意見交換会等でご意見を

いただきながら、検討を進めていきます。 

参 
考

30 27P 主な事業手法 説明からメリット・デメリット

がわからないのですが 民間企業への協力を

求めるならば利益が出ないと退去してしまうた

め、 商業施設に成功実績があるところに発注

するのは手ではないかと思います。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。今後、事業計画や

設計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご

意見をいただきながら、事業の詳細な計画や設計

等を検討していきます。また、引き続き、民間事業

者からのご意見等も踏まえ、詳細を検討します。 

参 

考

31 とても狭い場所で、工事する事になるので、事

故が起きるのではと危惧しております。 通学

路に工事車両が入ってくることになるので、子

供のストレスも大きいと思います。 また、工事

中の埃などを子供達が吸う事により、健康被害

が出るのではと危惧しております。 しばらくグ

ラウンドが使用できなくなるのでは、とも危惧し

ております。 

本市の小・中学校建替えは、他校においても、学

校敷地内で学校運営を継続しながら工事を実施

する「居ながら」工事となっています。豊岡小学校

についても、敷地の中で建替えることを想定してい

ますが、工事にあたっては、児童の安全確保及び

教育活動への負担軽減に努めていきます。具体的

な工事計画については、今後、施工業者による計

画ができた段階で保護者や地域の方々等にご説

明する予定です。 

参 

考

32 39ｐ オ）鶴見図書館 「鶴見図書館の蔵書数

は、一般書 73,166 冊、児童書 35,526 冊、

総数 108,692 冊となっています（令和４年

度）。鶴見区は市内で３番目に人口が多い区

ですが、他の地域図書館の蔵書数と 比べる

と、蔵書数は下から 2 番目に少ない図書館と

なっています。」について、  一般図書館と子

供図書館は分離して、それぞれの面積と蔵書

を増やすべきと思います。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。複合施設の中にあ

っても、小学校は現在の学校施設整備水準等に

基づく施設等の整備、及び、図書館は、「横浜市

図書館ビジョン」を踏まえた施設整備を行います。

複合化による機能の充実と多様な活動を支えられ

るようにするため、図書館の所蔵する蔵書・情報を

拡充し、機能を充実することが必要です。今後、い

ただいたご意見を参考にしながら、各施設が機能

融合・連携することで相乗効果や新たな価値を創

出できるよう、検討します。 

参 

考

33 （３）ビオトープ、動物の飼育

既存の小学校では土日や夏休みでの管理が

課題でした。 

複合化に当り上記の土日等も管理するリソース

は確保可能と考えます。 

いただいたご意見は、今後の設計等の参考にさせ

ていただきます。 

参

考

参５
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項目 （参考）現状と課題 

34 P29 イ)豊岡地区 鶴見在住歴が長い者から

すると、現在はずいぶんきれいな街になったと

思いますが、魅力的かと言われると川崎には

負けてしまうと思います。川崎駅と鶴見駅を比

較して感じたことは、大型ショッピングセンター

や映画館の有無もありますが、東口・西口とも

に駅前の目立つところにパチンコ屋があるた

め、街の雰囲気が「きれい・おしゃれ・安心」と

は言いづらいこともあると思います。川崎駅周

辺もパチンコ屋は存在していますが、ラゾーナ

川崎に向かう限りはまったく目に入りませんし、

反対方面も 5 分ほど歩かなければ目に入らな

い印象です。地域活性化を狙って建設するの

であれば街の景観も工夫し、きれいさや、統一

感が出せるともっとよいのではと思いました。 

いただいたご意見については、駅前の景観向上や

歩行空間・店先空間の改善など、活力と魅力ある

まちづくりを進めるうえで、参考とさせていただきま

す。 

参 

考

項目 その他 

35 鶴見区の住民ではありませんが、横浜市民とし

て今回の素案に期待と不安を持ちました。 市

民意見として聞いて下さったことに感謝しま

す。  

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご意

見をいただきながら、事業の詳細な計画や設計等

を検討していきます。 

そ 

の 

他

36 複合施設にすることは、行事への参加の際や

施設の利用など相乗効果が考えられますが、

それぞれの必要な機能に支障がないように配

慮して進めることを強く要望します。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご意

見をいただきながら、事業の詳細な計画や設計等

を検討していきます。 

参

考

参５
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37 希望：鶴見中央地区から豊岡町への動線の整

備についても、計画に入れて公開してくださ

い。  詳細：この複合施設が竣工されると、鶴

見中央地区から豊岡町への人流が増えると想

定されますが、JR の線路を越えるルートで、鶴

見駅を通る以外のルートがとても危険だと思い

ます。 複合施設のターゲットが子育て世代、

中高生に渡ることから、複合施設への移動手

段としてベビーカー、自転車で安全に移動で

きるルートの整備が必須だと思います。 現在、

県道 14 号の高架下ルートでは歩行者と自転

車の接触が度々起こっていますが、複合施設

竣工後は更に歩行者数、自転車数、ベビーカ

ー数など増えると思うので、動線の確保ができ

ないのであれば、複合施設の対象を分ける（図

書館を別施設とする）なども再考願いたいで

す。   

いただいたご意見については、鶴見駅周辺におけ

る安全で快適な歩行空間の確保や交通環境の改

善に向けて、参考とさせていただきます。 

そ 
の 

他

38 市立図書館の合築は、今後も広がると思いま

すが、市民の意見を十分聞いてくださるようお

願いいたします。 

今後は、より一層ホームページや SNS 等による周

知を図り、ご意見やアイデアをいただけるよう、努め

てまいります。また、いただいたご意見を参考に、

ワークショップ等の開催形式も含めて検討します。

参 

考

39 率直な意見を述べさせてもらいました。 反対

理由の一番は、場所が小さい、立地が悪い点

です。 少子化と書かれていましたが、豊岡小

には当てはまらないと思います。学校は駅から

近く、鶴見は東京に近いため、働き世帯が多

いです。 実際、豊岡小の児童数は増えてい

て、様々な多目的教室が、工事され、教室とし

て利用されています。  そして、子供を守るべ

き大人が逆に晒してしまう環境を作ってしまうこ

とに、反対です。 何か起こった時の責任はど

なたが取るのでしょうか。学校でしょうか。 学校

は、今までも手一杯だったので、これ以上の負

担が増えてしまうことは、教育の質の低下を招

くのでは？と危惧しております。 学校は、子供

のための物です。大人のものではありません。  

お読みくださりありがとうございました。 

小学校の教育環境の向上を図ることができるよう、

現在の施設整備水準等に基づき、教室や体育

館、グラウンド等の広さや機能を整備します（基本

構想 P.12～14、32）。また、専用の出入口を設け、 

他施設の利用者と移動動線が交わらないようにす

る等、ある程度独立して設置するものと考えていま

す。複合施設との連携のしやすさにも配慮します

が、施錠管理や運営上の配慮も行うことで必要な

セキュリティを確保し、安全安心な環境を整えること

としています（基本構想 P.12～14、17、32）。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含め

た詳細を検討します。児童推計については、今後

の段階的な検討においても、最新の情報に基づい

て検討します。 

参

考

参５
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40 小学校の老朽化で建替えするなら、小学校だ

けを建替えれば良いのに、なぜ他の施設を入

れようとするのか、メリットが抽象的。 生涯学習

や地域活動なコミュニティの場として、今ある図

書館や区民活動センターを利用すれば済む

のになぜ複合化するのかわからない。  ただ

でさえグラウンドが狭いのに、図書館や保育所

などの施設を入れないでほしい。 縦に広さを

増やすと周囲に圧迫感が出そう。  必要なセ

キュリティを確保すると記載があったが、どうし

ても不審者が入りやすくなる。 小学校関係者

以外の人が敷地内のセキュリティを知れる状況

になり子供を狙った事件が起こりそうで怖い。  

複合施設というなら中学校を併設するほうが道

理にかなっている。 子供を見守る親としては、

中学校の様子を知れた方が良いし、小学校か

ら中学校への児童の引継ぎがやりやすく子供

たちにとって良い環境になると思う。   

豊岡町複合施設（仮称）は、豊岡小学校周辺に立

地する公共施設のうち、「学び」等の共通点があ

り、複合化により互いの機能の連携や相乗効果の

発揮が期待できる図書館、保育所、区民活動セン

ター等を対象としました。

小学校の教育環境の向上を図ることができるよう、

現在の施設整備水準等に基づき、教室や体育

館、グラウンド等の広さや機能を整備します（基本

構想 P.12～14、32）。 

小学校・保育所には、専用の出入口を設け、 他施

設の利用者と移動動線が交わらないようにする等、

ある程度独立して設置するものと考えています。複

合施設との連携のしやすさにも配慮しますが、施

錠管理や運営上の配慮も行うことで必要なセキュリ

ティを確保し、安全安心な環境を整えることとして

います（基本構想 P.12～14、17、32）。ご意見は、

今後の設計や運営方法等の検討に参考にさせて

いただきます。 

参 
考

41 現在の鶴見図書館に近いことを理由に、住居

を構えました 建物の老朽化のための建て替

えは理解しますが、場所は豊岡に移転しない

でほしいです 

本事業の背景として、本市では「横浜市財政ビジョ

ン」等に基づき、建替えの機会等を捉え、公共建

築物の適正化を図り、将来にわたり必要な市民サ

ービスの持続的な提供と地域コミュニティの活性化

を目指すこととしています。 

本事業では、豊岡小学校の建替えの機会を捉え、

小学校と融合する機能として、周辺施設等の内

容、規模、築年数、親和性等を考慮し、図書館、保

育所、区民活動センター等を対象としました。これ

らの複合化による相乗効果として多様な活動が期

待され、居心地よく豊かな時間を過ごせる図書館

の実現にもつながるものと考えています。 

現在の図書館周辺にお住まいの方には、移転に

伴いご不便をおかけしますが、これまでの公共施

設の枠組みを超えた魅力ある複合施設となるよう

検討します。 

参

考

参５
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42 多くの市民が利用する場だからこそ、利用する

機会に情報を得られることや相談ができる場所

が併設されたらよいと感じます 例えば複合施

設に入るとされる機能にあわせ、教育相談、外

国人相談、子育て相談、また地域でニーズの

あるだろう介護相談や弁護士相談などの専門

相談は行政機関などに行かず地域で気楽に

できたらさらに施設の利便性が高まるように思

います。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご意

見をいただきながら、事業の詳細な計画や設計等

を検討していきます。 

参 
考

43 図書館について。図書館の近くに住みたいの

で今の家を購入したのに移転の計画が出てし

まい、大変残念です。できれば今の図書館の

場所に夕鶴程度でも良いのでサテライト機能

の図書館施設が残ることを望みます。 

本事業の背景として、本市では「横浜市財政ビジョ

ン」等に基づき、建替えの機会等を捉え、公共建

築物の適正化を図り、将来にわたり必要な市民サ

ービスの持続的な提供と地域コミュニティの活性化

を目指すこととしています。 

本事業では、豊岡小学校の建替えの機会を捉え、

小学校と融合する機能として、周辺施設等の内

容、規模、築年数、親和性等を考慮し、図書館、保

育所、区民活動センター等を対象としました。これ

らの複合化による相乗効果として多様な活動が期

待され、居心地よく豊かな時間を過ごせる図書館

の実現にもつながるものと考えています。 

現在の図書館周辺にお住まいの方には、移転に

伴いご不便をおかけしますが、これまでの公共施

設の枠組みを超えた魅力ある複合施設となるよう

検討します。 

また、現在の図書館・保育所が建っている土地は

ＵＲ都市機構からお借りしているものであり、移転

後の活用については、現時点では未定です。 

参 

考

44 鶴見区は、横浜市の中で人口の増加が著しい

地域であります。 2024 年には、鶴見駅周辺に

ファミリー向けマンションが多数建設予定され

ています。 そのため、児童が数年後に急激に

増えると思いますので、 児童向け公共施設の

安易なダウンサイジングは、避けて頂きたい。 

むしろ、児童向け施設を面積拡張するように、

よろしくご検討ください。 

小学校の教育環境の向上を図ることができるよう、

現在の施設整備水準等に基づき、教室や体育

館、グラウンド等の広さや機能を整備します（基本

構想 P.12～14、32）。今後の段階的な検討におい

ても、最新の情報に基づいて検討します。 

参

考

参５
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45 横浜市で初めての図書館を含む合築だが、図

書館は年々蔵書を増やし利用を増やして成長

していくものなので、充分な面積と予算が必要

である。その点、他の施設と大きく異なることを

認識して計画してほしい。外国につながる子ど

もたちへのサービスなど専門的知見が必要とさ

れる局面が多いため、司書の配置を手厚くして

ほしい。 建物の設計にあたっては、特に「音」

の管理面で困難が予想される。図書館は多様

な利用形態が可能になるよう「にぎわい」だけ

でなく大人へのサービスにも配慮してほしい。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。 

基本構想策定後は、コンセプトの実現に向けて、

いただいたご意見を参考にしながら、事業計画や

設計等も含めた詳細を段階的に検討します。 

参 
考

46 （２）日本語教室

児童向けを想定していますが、中学生でも成

人でも必要と考えます。成人の場合は鶴見区

ではどこにありますか？（質問） 

豊岡小学校日本語教室では、豊岡小学校の児童

の他に、市内の中学生が通い指導を受けていま

す。また、鶴見国際交流ラウンジで成人向けの日

本語学習支援を行っています。 

そ 

の 

他

47 （５）施設へのアクセス

豊岡は交通混雑地域で、自家用車だけでな

く、区内の各地区から「小型のバス」で本施設

へアクセス出来るようにしてほしい。バスレーン

等も必要です。 

イメージでは郊外の大型団地と大型病院と駅

をつなぐバス便です。 

いただいたご意見は、今後の設計等の参考にさせ

ていただきます。 

そ 

の 

他

48 （６）水害対策

内水発生予測地域でしょうか？（質問） 

であればグランド下に雨水貯蓄施設を広く作っ

てほしい。 

豊岡小学校敷地は、内水浸水想定区域です（最

大 0.2ｍ未満）。雨水貯留施設の設置については、

今後、事業計画等の検討段階に応じて、所管部署

と協議しながら調整していきます。 

参 

考

提出していただいたご意見は、原文での公表を基本としていますが、個人情報や第三者の利益を害するおそれがある

ものと判断した部分については、修正しています。 

参５
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イ 【意見交換会】

 以下の一覧表内にあります「ご意見の受け止め」及び「本市の考え方」については、既に公表している内容※を基本

構想の項目別内訳毎に振り分けたものです。 

※ ホームページにて、参照できます。

意見交換会３開催記録及び本市の考え方（とりまとめ）

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/fmsuishin/facility-

management/toyooka/toyookaikenkoukan3.html

項目 １. はじめに 

No. ご意見の受け止め 本市の考え方 
分 

類

1 老朽化だから建て替えるというだけでなく、せっ

かく作るなら鶴見の目玉になるような素晴らしい

学校になると嬉しい。 

老朽化した豊岡小学校の建替えの機を捉え、周

辺の鶴見図書館、鶴見保育園、つるみ区民活動

センターと併せて再編整備することで、小学校の

教育環境の改善はもちろん、子どもから高齢者ま

で、安心して過ごすことができる場、生涯学習や

地域活動を行うことができる魅力的な場、地域の

方々の多様な思いが込められた新しいコミュニテ

ィの場とすること等を目指していきます。（基本構

想 P.1 ほか） 

参 

考

2 複合化する機能の選定根拠に疑問があるので、

中学校の給食センターを複合化する等のアイデ

アも改めて考えてみてはどうか。

複合化する施設は、豊岡小学校周辺に立地する

複数の公共施設のうち、築年数が比較的古く老

朽化等による建替えが想定され、小学校と親和

性があり、複合化により互いの機能の連携や相

乗効果の発揮が期待できる施設として、図書館、

保育所、区民活動センター等を選定したもので

す。 

なお、中学校給食については、「横浜市中期計

画 2022～2025」の中で、令和８年度から中学校

給食の利用を原則とすること、デリバリー方式に

より供給体制の確保に向けた準備を進める方向

性をお示ししているところです。 

その内容については、所管部署よりホームペー

ジを公表しています。参考にご覧ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-

kyoiku/kyoiku/sesaku/kyusyoku/tyuugakko/kyushoku.html 

所管部署：教育委員会事務局人権健康教育部

健康教育・食育課 

そ 

の 

他

参５
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3 教育の姿は変わっていくと思うので、未来を見据

えた検討が必要だ。 

現行の「横浜教育ビジョン 2030」や「第４期横浜

市教育振興基本計画」等を踏まえつつ、今後の

教育環境の変化にも柔軟に対応できるように学

校施設の設計を行う等の検討をしていきます。 

既
に
反
映

4 複合施設に全て詰め込もうとせず、社協運営の

施設等の地域資源の活用も考えることで、児童

に必要な機能を優先して欲しい。 

小学校及び保育所については、現在の施設整

備水準等に基づき整備しますが、いただいたご

意見も参考に、複合施設の運営方法や地域資

源との連携等について検討を進めていきます。 

参 

考

5 児童の安全について、参加者の意見が聞けて良

かった。 

他の施設の統廃合も含めた幅広い検討がなされ

ていないことが不満だ。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

本市では、「横浜市財政ビジョン」等に基づき、建

替えの機会等を捉え、公共建築物の適正化を図

り、将来にわたり必要な市民サービスの持続的な

提供と地域コミュニティの活性化を目指すこととし

ています。 

豊岡小学校の周辺施設等の内容、規模、築年

数、親和性等を考慮し、図書館、保育所、区民活

動センター等を対象としました。 

参 

考

6 図書館重視、保育園は別という計画もありだと思

う。 

本市では、「横浜市財政ビジョン」等に基づき、建

替えの機会等を捉え、公共建築物の適正化を図

り、将来にわたり必要な市民サービスの持続的な

提供と地域コミュニティの活性化を目指すこととし

ています。 

豊岡小学校の周辺施設等の内容、規模、築年

数、親和性等を考慮し、図書館、保育所、区民活

動センター等を対象としました。 

参 

考

7 目的はもっとこだわりをもってほしい。 老朽化した豊岡小学校の建替えの機を捉え、周

辺の鶴見図書館、鶴見保育園、つるみ区民活動

センターと併せて再編整備することで、小学校の

教育環境の改善はもちろん、子どもから高齢者ま

で、安心して過ごすことができる場、生涯学習や

地域活動を行うことができる魅力的な場、地域の

方々の多様な思いが込められた新しいコミュニテ

ィの場とすること等を目指していきます。（基本構

想 P.1 ほか） 

参

考

参５
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項目 ２. 目指す姿 

8 高齢者も含め誰にでも学びの機会が開かれてい

ることが重要であり、また、複合化しても運用が縦

割りでは繋がりが生まれないのではないか心配

なので、「つながる学び舎」のコンセプトをより深

められるとよい。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご

意見をいただきながら、事業の詳細な計画や設

計等を検討していきます。 

既
に
反
映

9 繋がり・居場所の定義やイメージが分かりにくい

ので、どのように具体化するのかが気になる。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。今後、事業計画や

設計等の検討段階に合わせ、意見交換会等で

ご意見をいただきながら、事業の詳細な計画や

設計等を検討していきます。 

参 

考

10 手段であるはずの複合化が目的になっており、コ

ンセプトまでのストーリーが見えないので、納得で

きるように整理してほしい。 

豊岡町複合施設（仮称）は、豊岡小学校周辺に

立地する公共施設のうち、「学び」などの共通点

があり、複合化により互いの機能の連携や相乗

効果の発揮が期待できる図書館、保育所、区民

活動センター等を対象としました。 

ワークショップや意見交換会では、子育て、多文

化交流や多世代交流、地域活性化などに期待

する声やコミュニティの中心になってほしいとの

期待があったことから、「つながる学び舎」をコン

セプトとしました。

参 

考

11 小学校と図書館が一緒になって学びの場をつく

ることはメリットがあり実現できるとよいので、丁寧

に整理することが必要。 

小学校や図書館等が連携することにより、また、

複合施設のコンセプトに合った民間機能等の導

入や民間事業者のアイデア・ノウハウの活用によ

り、これまでの公共施設の枠組みを超えて、新た

な活動や学び、出会いを創造できるよう目指して

いきます。 

既
に
反
映

12 レンタルキッチンへの関心が高まっているので、

家庭科室を一般も使えるようにし、食べ物を通し

た多世代交流が出来ると良い。 

いただいたご意見も参考に、教育活動に影響の

ない範囲での小学校の特別教室等の多目的化

についても検討を進めていきます。 

参

考

参５
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13 鶴見は兄弟がいない一人っ子が多いので、保育

園・小学校は多世代が交流できるようになると良

い。 

「多世代が楽しく学び、活動し、つながり、賑わう」

を複合施設のコンセプトの一つとしています（基

本構想 P.6）。複合施設間相互の連携により、多

世代交流や子育て支援の充実等を目指していき

ます。 

今後、コンセプトの実現に向けて、いただいたご

意見を参考に、事業計画や設計等の検討を進め

ていきます。 

既
に
反
映

14 保育園を出た子が小学生になって園児の面倒を

見るような計画になれば、子どもの教育にも良

い。 

いただいたご意見も参考に、保育所と小学校の

連携等についても検討を進めていきます。 

既
に
反
映

15 地域の様々な課題に対し、アクティブシニアも活

躍してもらえる場があると良い 

今回の複合化では「多世代が楽しく学び、活動

し、つながり、賑わう」を複合施設のコンセプトの

一つとしています（基本構想 P.6）。シニア層をは

じめ様々な年代の方が利用しやすいよう、区民が

地域活動に参画するきっかけづくりや、新たな交

流・ネットワークが生まれる「場づくり」を進めま

す。 

いただいたご意見は、今後の設計や運営方法等

の検討にあたり参考とさせていただきます。 

既
に
反
映

16 地域の人も安く利用できるプールがあるとよい。 ワークショップや意見交換会で、複合施設に期待

する機能として「健康増進」が挙げられており、そ

の施設として、スポーツジムやプールも想定して

います（基本構想 P.10～11）。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含

めた詳細を検討します。 

なお、学校プールについては、民間機能の活用

を図ることができる場合、整備しないことも検討し

ます。 

参 

考

17 保育所の民営化を機に、今居る保育士や保育自

体がガラッと変わってしまうのではないか不安だ。 

鶴見保育園は引き続き、保育資源ネットワーク事

務局園として、市立保育所の持つ特長を生かし

て、地域ごとに保育資源ネットワークを構築し、保

育の質の維持・向上及び地域における子育て支

援の充実に向けた取組を行います。市立保育所

として移転するもので、民営化は想定していませ

ん。 

既
に
反
映

参５
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18 図書館と図書室を隣接させることで、より多くの本

を読み聞かせできるようになることを期待してい

る。 

子どもの学びと読書を支えるため、学校図書館と

鶴見図書館が連携しやすい配置を検討します。

今後、いただいたご意見を参考にしながら、事業

計画等の中で詳細を検討します。 

既
に
反
映

項目 ３. 施設計画

19 現在の図書館は古いので、現代の魅力的な図書

館のようになると嬉しい。 

いただいたご意見や「横浜市図書館ビジョン」も

踏まえながら、多くの方に利用され、居心地よく

自由に過ごせる場となるよう創意工夫に努めてま

いります。 

既
に
反
映

20 将来の児童数を見据えた計画になっているのか

気になる。 

基本構想では、令和５年度義務教育人口推計表

の児童数推計に基づいた小学校の規模を想定

しています。今後の段階的な検討においても、最

新の情報に基づいて検討します。 

既
に
反
映

21 子どもが安全に学べて過ごせることを第一に考え

ることが重要であり、今以上に安全な校舎になる

のであれば方針に異論は無い。 

小学校・保育所には、専用の出入口を設け、 他

施設の利用者と移動動線が交わらないようにす

るなど、必要なセキュリティを確保し、安全安心な

環境を整えることとしています（基本構想 P.12～

14、17、32）。ご意見を踏まえ、今後の設計や運

営方法等の検討に参考にさせていただきます。 

既
に
反
映

22 高層階では学習環境や安全性が気になるので、

何階建てになるか知りたい。 

豊岡小学校の敷地には、最大で８階建て程度の

建物の建設が可能ですが、小学校は原則として

諸室を低層階に（基本構想 P.14）、保育所は原

則として保育室は１階、園庭は地上（基本構想

P.17）に配置することとしています。

今後、事業計画や設計等の検討段階に合わせ、

意見交換会等でご意見をいただきながら、検討

を進めていきます。 

参

考

参５
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23 特に反対意見はない。子どもたちの安全が守ら

れている校舎であれば良いと思う。利益重視にな

らず、小学校としての役割、地域の防災拠点とし

ての役割をきちんと担っていることが重要。 

小学校については、複合化しても、現在の学校

施設整備水準等に基づく整備を行うとともに、児

童の安全確保等との両立等、教育環境の整備・

確保を図っていきます。 

いただいたご意見を踏まえ、基本構想の「3. 施

設計画 3.1 複合施設整備の基本的な考え方 

○地域防災拠点の機能」にて、以下のように修正

しました。 

「●当該小学校は、地域防災拠点として位置づ

けられているため、地域防災拠点の機能（①避難

所、②食料・飲料水・資機材等の備蓄場所、③情

報・支援物資の拠点）を備え、建物の耐震性を確

保して整備します。※工事期間中も、地域防災

拠点機能を維持します。」 

なお、必要な施設や設備等の詳細については、

今後、事業計画等の検討段階に応じて、関係部

署及び地域防災拠点運営委員会等と協議しな

がら調整していきます。 

修 
正

24 学校（子ども）のことと、地域防災拠点の役割が大

事だと思うので、その視点を重視して複合化する

機能を検討してほしい。 

小学校については、複合化しても、現在の学校

施設整備水準等に基づく整備を行うとともに、児

童の安全確保等との両立等、教育環境の整備・

確保を図って行きます。 

いただいたご意見を踏まえ、基本構想の「3. 施

設計画 3.1 複合施設整備の基本的な考え方 

○地域防災拠点の機能」にて、以下のように修正

しました。 

「●当該小学校は、地域防災拠点として位置づ

けられているため、地域防災拠点の機能（①避難

所、②食料・飲料水・資機材等の備蓄場所、③情

報・支援物資の拠点）を備え、建物の耐震性を確

保して整備します。※工事期間中も、地域防災

拠点機能を維持します。」 

なお、必要な施設や設備等の詳細については、

今後、事業計画等の検討段階に応じて、関係部

署及び地域防災拠点運営委員会等と協議しな

がら調整していきます。 

修 

正

参５
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25 複合化するために小学校の建て替えが蔑ろにさ

れていると感じており、グラウンドや体育館が犠牲

になっているのではないか疑っている。 

小学校の教育環境の向上を図ることができるよ

う、現在の施設整備水準等に基づき、教室や体

育館、グラウンド等の広さや機能を整備します

（基本構想 P.12～14、32）。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含

めた詳細を検討します。 

既
に
反
映

26 複合化で小学校の環境が悪化するのはよくない

ので、最低限基準は満たすものであってほしい。 

小学校の教育環境の向上を図ることができるよ

う、現在の施設整備水準等に基づき、教室や体

育館、グラウンド等の広さや機能を整備します

（基本構想 P.12～14、32）。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含

めた詳細を検討します。 

既
に
反
映

27 今の計画では小学校が狭くなるのではないかと

心配しており、広く見せる工夫があると良い。 

小学校の教育環境の向上を図ることができるよ

う、現在の施設整備水準等に基づき、教室や体

育館、グラウンド等の広さや機能を整備します

（基本構想 P.12～14、32）。 

なお、現段階では、小学校施設の面積は、現在

の約 6,500 ㎡から約 8,000 ㎡程度に広がるもの

と考えています（基本構想 P.24）。 

既
に
反
映

28 例えばグラウンドを広く取ることを優先した計画

等、初めに様々なコンセプトを考えておくべきこと

が大切ではないか。 

小学校及び保育所については、現在の施設整

備水準等に基づき整備します。今後、いただい

たご意見を参考に、設計時に優先すべきコンセ

プト等も含めた詳細を検討します。 

参 

考

29 小学生と保育園児が一緒の空間で遊ぶことは安

全上、問題があると思うので、園庭とグラウンドは

別に十分確保してほしい。 

小学校及び保育所については、現在の施設整

備水準等に基づき、それぞれ整備します。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含

めた詳細を検討します。 

参 

考

30 図書館と図書室の両方を設けると面積が足りなく

なるのではないか心配。 

小学校は、現在の施設整備水準等に基づき整

備します（基本構想 P.12～14、32）。また、図書

館は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた施設

整備や空間づくりを行いますが、建物を集約化、

高層化することで、面積の確保は可能と考えてい

ます（基本構想 P.24～25）。 

今後、いただいたご意見を参考に、設計等も含

めた詳細を検討します。 

参

考

参５
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31 より多くの蔵書に触れたいが、図書館の規模拡

大について検討されていないのではないか心配

している。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。 

図書館は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた

施設整備を行います。複合化による機能の充実

と多様な活動を支えられるよう、図書館の所蔵す

る蔵書・情報を拡充することが必要です。今後、

いただいたご意見を参考にしながら、事業計画

や建物の設計等も含めた詳細を段階的に検討し

ます。 

参 
考

32 専門的な資格をもった司書が子どもに対して対

応できると良いと思うが、この図書館には司書が

配置されるのか気になる。 

いただいたご意見は、今後の運営方法等の検討

に参考にさせていただきます。 

参 

考

33 災害に際して安全に避難できるのかを具体的に

知りたいが、防災に関する計画が基本構想にあ

まり記載されておらず残念。 

いただいたご意見を踏まえ、基本構想の「3. 施

設計画 3.1 複合施設整備の基本的な考え方 

○地域防災拠点の機能」にて、以下のように修正

しました。 

「●当該小学校は、地域防災拠点として位置づ

けられているため、地域防災拠点の機能（①避難

所、②食料・飲料水・資機材等の備蓄場所、③情

報・支援物資の拠点）を備え、建物の耐震性を確

保して整備します。※工事期間中も、地域防災

拠点機能を維持します。」 

なお、必要な施設や設備等の詳細については、

今後、事業計画等の検討段階に応じて、関係部

署及び地域防災拠点運営委員会等と協議しな

がら調整していきます。 

修 

正

34 民間機能や図書館には様々な人が来るので、セ

キュリティが確保できるかが心配。

小学校・保育所には、専用の出入口を設け、 他

施設の利用者と移動動線が交わらないようにす

るなど、必要なセキュリティを確保し、安全安心な

環境を整えることとしています（基本構想 P.12～

14、17、32）。ご意見を踏まえ、今後の設計や運

営方法等の検討に参考にさせていただきます。 

既
に
反
映

参５
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35 学びに関係ない民間機能が入ることに違和感を

覚える。 

複合施設のコンセプトである「つながる学び舎」

（基本構想 P.6）に合い、各公共機能と連携し相

乗効果を発揮できる民間機能を導入したいと考

えています（基本構想 P.8）。基本構想 P10～

11、P23 に記載の方針に沿って、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご

意見をいただきながら、検討を進めていきます。 

参 
考

36 既存の小学校敷地を上手く活用し、工事期間中

も避難場所が変わらないようにできると安心だ。 

いただいたご意見を踏まえ、基本構想の「3. 施

設計画 3.1 複合施設整備の基本的な考え方 

○地域防災拠点の機能」にて、以下のように修正

しました。 

「●当該小学校は、地域防災拠点として位置づ

けられているため、地域防災拠点の機能（①避難

所、②食料・飲料水・資機材等の備蓄場所、③情

報・支援物資の拠点）を備え、建物の耐震性を確

保して整備します。※工事期間中も、地域防災

拠点機能を維持します。」 

なお、必要な施設や設備等の詳細については、

今後、事業計画等の検討段階に応じて、関係部

署及び地域防災拠点運営委員会等と協議しな

がら調整していきます。 

修 

正

37 敷地を区切って、グラウンド・体育館を確保したと

しても、十分足りているのか、混乱は生じないか

など、工事期間中にも防災拠点が十分確保され

るのかが心配。 

いただいたご意見を踏まえ、基本構想の「3. 施

設計画 3.1 複合施設整備の基本的な考え方 

○地域防災拠点の機能」にて、以下のように修正

しました。 

「●当該小学校は、地域防災拠点として位置づ

けられているため、地域防災拠点の機能（①避難

所、②食料・飲料水・資機材等の備蓄場所、③情

報・支援物資の拠点）を備え、建物の耐震性を確

保して整備します。※工事期間中も、地域防災

拠点機能を維持します。」 

なお、必要な施設や設備等の詳細については、

今後、事業計画等の検討段階に応じて、関係部

署及び地域防災拠点運営委員会等と協議しな

がら調整していきます。 

修 

正

参５
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38 居ながら工事では子どもたちの安全性を確保で

きるのか心配。 

本市の小・中学校建替えは、他校においても、学

校敷地内で学校運営を継続しながら工事を実施

する「居ながら」工事となっています。豊岡小学校

についても、敷地の中で建替えることを想定して

いますが、工事にあたっては、児童の安全確保

及び教育活動への負担軽減に努めていきます。

具体的な工事計画については、今後、施工業者

による計画ができた段階で保護者や地域の方々

等にご説明する予定です。 

参 
考

39 工事期間が 6 年間となると、子どもへの影響が心

配であり、複合化が長期化の要因であるならば

複合化を断念してもよいのではないか。 

本市の小・中学校建替えは、他校においても、学

校敷地内で学校運営を継続しながら工事を実施

する「居ながら」工事となっています。「居ながら

工事」では、工期を複数に分ける必要があるた

め、学校単独の建替えであっても４～８年程度の

工事期間を要します。 

工事にあたっては、児童の安全確保及び教育活

動への負担軽減に努めるとともに、工事間短縮

に向けた検討も進めていきます。具体的な工事

計画については、今後、施工業者による計画が

できた段階で保護者や地域の方々等にご説明

する予定です。 

参 

考

40 6 年間の工事期間中の教育環境が気になるの

で、工事の影響・詳細を知りたい。 

工事にあたっては、児童の安全確保及び教育活

動への負担軽減に努めるとともに、工事期間短

縮に向けた検討も進めていきます。具体的な工

事計画については、今後、施工業者による計画

ができた段階で保護者や地域の方々等にご説

明する予定です。 

参 

考

41 仮校舎ではグラウンドが取れず、居ながら工事で

は騒音などの影響にさらされることになるので、ど

ちらにしても児童が可哀想。 

本市の小・中学校建替えは、他校においても、学

校敷地内で学校運営を継続しながら工事を実施

する「居ながら」工事となっています。豊岡小学校

についても、敷地の中で建替えることを想定して

いますが、工事にあたっては、児童の安全確保

及び教育活動への負担軽減に努めていきます。

具体的な工事計画については、今後、施工業者

による計画ができた段階で保護者や地域の方々

等にご説明する予定です。 

参

考

参５
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42 鶴見駅西口には車・自転車を受け入れられるス

ペースがないので、まちなかに自転車が溢れ返

るのではないか心配。 

複合施設整備に必要な駐車場・駐輪場台数を

「横浜市駐車場条例」「横浜市自転車駐車場の

附置等に関する条例」等に基づき確保するととも

に、利用性や安全性の観点から適切な位置に配

置します。 

今後、いただいたご意見を参考にしながら、事業

計画や設計等も含めた詳細を段階的に検討しま

す。 

既
に
反
映

43 現状のままだと鶴見駅西口に駐輪場が無いた

め、今の鶴見保育園を使っている人（鶴見駅東

口側住民）は自転車で登園が出来なくなるので

はないか心配。 

複合施設整備に必要な駐車場・駐輪場台数を

「横浜市駐車場条例」「横浜市自転車駐車場の

附置等に関する条例」等に基づき確保するととも

に、利用性や安全性の観点から適切な位置に配

置します。 

今後、いただいたご意見を参考にしながら、事業

計画や設計等も含めた詳細を段階的に検討しま

す。 

既
に
反
映

44 高層化すると児童の落下等の危険があるのでは

ないか心配している。 

小学校は原則として諸室を低層階に（基本構想

P.14）、保育所は原則として保育室は１階、園庭

は地上（基本構想 P.17）に配置することとしてい

ます。 

今後、いただいたご意見を参考に必要な安全対

策図っていきます。 

参 

考

項目 ４. 事業手法

45 小学校現場は人もお金も足りないと聞いているの

で、小学校開放などが先生の負担を増やすこと

になるのではないかと心配。 

複合化にあたっては、教職員に運営管理上の負

担がかからないよう十分配慮することとしています

（基本構想 P.32）。事業計画の中で複合施設全

体の運営手法等について検討し、教職員の負担

軽減にもつながるよう工夫していきます。 

参 

考

46 図書館にカフェがあると蔵書の破損が懸念される

ので、しっかり管理してほしい。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。 

図書館は、「横浜市図書館ビジョン」を踏まえた

施設整備を行います。今後、いただいたご意見

を参考にしながら、事業計画等の中で運営、管

理の方法等も含めた詳細を段階的に検討しま

す。 

参

考

参５
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47 区民活動センターの役割は本来は人材を繋いで

いく役割を期待しているが、現在の運営方法で

は職員が現場に出てこれないので、役割を十分

果たせていないのではないか。 

いただいたご意見は、今後の運営方法等の検討

にあたり参考にさせていただきます。 

参 
考

項目 その他 

48 利用者のニーズを踏まえた方が良いと思うので、

学生にどんな学校が理想かを問うてみるのはどう

か。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。また、より一層ホームペー

ジや SNS 等による周知を図り、将来を担う若い世

代の皆様からもご意見やアイデアをいただけるよ

う、努めてまいります。 

参 

考

49 実際に子どもたちにどう感じているかどうしてもら

いたいか聞いて取り入れると良いと思う。 

今後は、より一層ホームページや SNS 等による

周知を図り、将来を担う若い世代の皆様からもご

意見やアイデアをいただけるよう、努めてまいりま

す。 

参 

考

50 今よりもっと良い学校ができるという点でとても良

いと思うが、意見を言う場で反対や注文ばかり述

べるのではなく、建設的に議論できれば良い。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

既
に
反
映

51 チャレンジングな構想だと思いましたので、今後

も興味を持って関わりたい。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

既
に
反
映

52 実際に小学校や保育園を使うことになるであろう

若い当事者の意見ももっと取り入れられると良

い。 

今後は、より一層ホームページや SNS 等による

周知を図り、将来を担う若い世代の皆様からもご

意見やアイデアをいただけるよう、努めてまいりま

す。 

参 

考

53 慎重に対話を重ねていると思うので、引き続き今

後は 30 代や若い世代の話も聞きたい。 

今後は、より一層ホームページや SNS 等による

周知を図り、将来を担う若い世代の皆様からもご

意見やアイデアをいただけるよう、努めてまいりま

す。 

参 

考

54 机上論ではなく、地域動線や今に至る経緯の分

析を市は俯瞰して考察してほしい。当事者を大

事にしてほしい。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参

考

参５
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55 意見交換会の参加人数が少ないが、色々な場面

で情報発信し、もっと広く市民に周知されると良

い。 

今後は、より一層ホームページや SNS 等による

周知を図り、将来を担う若い世代の皆様からもご

意見やアイデアをいただけるよう、努めてまいりま

す。 

参 
考

56 意見交換会で出た意見がどう盛り込まれたのか

QA を公開する等、検討のプロセスがわかると納

得しやすい。 

いただいたご意見と本市としての考え方、検討状

況等をまとめ、ホームページやニュースレターの

配布等により周知を図ります。 

参 

考

57 佃野公園への仮移転も想定できるが、仮移転に

ついての検討経緯が分かるとよい。 

佃野公園への仮移転も内部で検討しましたが、

公園敷地は浸水が想定される区域で小学校の

運営に支障があること、周辺道路が狭く児童の通

学や仮設校舎建設のための大型重機の搬出入

等が難しいこと等の課題があります。よって、佃野

公園への仮移転は想定していません。なお、豊

岡小学校周辺には、佃野公園以外に仮設校舎

建設が可能な規模の空地は現在のところありま

せん。 

参 

考

58 子どもたちを含め市民ともっと時間をかけて話し

合う時間が必要。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。また、より一層ホームペー

ジや SNS 等による周知を図り、将来を担う若い世

代の皆様からもご意見やアイデアをいただけるよ

う、努めてまいります。 

参 

考

59 まだまだ時間をかけて計画する必要があると感じ

る。 

基本構想では、事業検討の初期段階で、全体の

方針や方向性をまとめました。今後、事業計画や

設計等の検討段階に合わせ、意見交換会等で

ご意見をいただきながら、事業の詳細な計画や

設計等を検討していきます。 

参 

考

60 参加者を呼ぶのではなく、行政が地域に出向い

て意見を聞くような場があると良い。 

今後も、事業の詳細な計画や設計等の検討段階

に合わせ、意見交換会等でご意見をいただきな

がら、検討を進めていきます。意見交換会等の実

施方法等については、ご意見を参考に検討しま

す。 

参 

考

61 具体的な内容が示されないと意見を出しにくい

当事者もいるので、具体化した段階でも意見を

言いたい。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参

考

参５
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62 事業計画で具体化すると思うので、その段階でも

意見交換したい。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 
考

63 具体化しにくい段階だが、コンセプトをどう具現

化していくのか示してもらえると嬉しい。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 

考

64 計画が決まった後で反対が出されるのではない

か心配なので、予め意見を取り入れて計画を検

討してほしい。 

基本構想（素案）の策定においても、地域の皆様

を中心にご意見を伺いながら検討を進めてきまし

たが、今後も、事業計画や設計等の検討段階に

合わせ、意見交換会等でご意見をいただきなが

ら、検討を進めていきます。 

参 

考

65 意見交換の参加者が少ないのは、計画が決まっ

ていて意見が反映されないと考えているから。 

基本構想（素案）の策定においても、地域の皆様

を中心にご意見を伺いながら検討を進めてきまし

た。今後も、事業計画や設計等の検討段階に合

わせ、意見交換会等でご意見をいただきながら、

検討を進めていきます。 

参 

考

66 ワークショップなどに参加したいので、そうした機

会のある新しい進め方の施設づくりをしてほし

い。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 

考

67 参加者の思いが伝えられて良い。 今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 

考

68 複合施設だけの論点だけでなく、一つ一つ丁寧

に議論したいので、論点が散漫にならないよう、リ

スクとアイデアをわけて論じるとよい。

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

実施方法等については、ご意見を参考に検討し

ます。 

参 

考

69 コンセプトにある「居場所・つながり」をどうつくっ

ていくかについて、もっと意見を言いたい。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご

意見をいただきながら、事業の詳細な計画や設

計等を検討していきます。 

参

考

参５
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70 複合化の目的に区民の QOL 向上が無いのが気

になる。 

複合化による施設間の連携（小学校の教育活動

への図書館等の活用等）、人が集まることによる

地域の活力向上や賑わい形成、「横浜市図書館

ビジョン」を踏まえた施設整備等により、区民の皆

様の QOL の向上につながるものと考えていま

す。 

参 
考

71 意味が分からない中途半端な施設になるのでは

ないか心配なので、鶴見の代名詞になるような施

設を目指せると嬉しい。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご

意見をいただきながら、事業の詳細な計画や設

計等を検討していきます。 

参 

考

72 魅力的な施設にすることで鶴見の魅力に繋がる

と良い。 

今後、コンセプトの実現に向けて、事業計画や設

計等の検討段階に合わせ、意見交換会等でご

意見をいただきながら、事業の詳細な計画や設

計等を検討していきます。 

既
に
反
映

73 鶴見駅東口から豊岡小学校には地下道を通らな

いといけないが、子どもだけで行かせるには心

配。 

いただいたご意見については、鶴見駅周辺にお

ける安全で快適な歩行空間の確保や交通環境

の改善に向けて、参考とさせていただきます。 

そ 

の 

他

74 近隣マンションからクレームが入るのではないか

が気になる。 

いただいたご意見は、今後の設計等の参考にさ

せていただきます。 

そ 

の 

他

75 商店街では小学生の絵を展示している。子ども

にとっても良い事は商店街としても協力したい。 

今後、いただいたご意見を参考に、商店街の皆

様とともに、賑わいの創出やまちの魅力向上に寄

与できるよう、設計等も含めた詳細を検討しま

す。 

既
に
反
映

76 工事の担当者と学校がこまめに情報共有をして

もらえると安心だ。 

工事にあたっては、児童の安全確保及び教育活

動への負担軽減に努めるとともに、施工業者と学

校関係者が情報共有等できる体制を整えていき

ます。 

参

考

参５
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77 図書館等の跡地周辺住民にとって居場所がなく

なることに不満を感じるので、代わりのメリットがあ

るとよい。 

本事業の背景として、本市では「横浜市財政ビジ

ョン」等に基づき、建替えの機会等を捉え、公共

建築物の適正化を図り、将来にわたり必要な市

民サービスの持続的な提供と地域コミュニティの

活性化を目指すこととしています。 

本事業では、豊岡小学校の建替えの機会を捉

え、小学校と融合する機能として、周辺施設等の

内容、規模、築年数、親和性等を考慮し、図書

館、保育所、区民活動センター等を対象としまし

た。これらの複合化による相乗効果として多様な

活動が期待され、居心地よく豊かな時間を過ご

せる図書館の実現にもつながるものと考えていま

す。 

現在の図書館周辺にお住まいの方には、移転に

伴いご不便をおかけしますが、これまでの公共施

設の枠組みを超えた魅力ある複合施設となるよう

検討します。 

参 
考

78 図書館が移転することのデメリットも明確にして、

メリットとデメリットの両面が分かると納得しやす

い。 

本事業の背景として、本市では「横浜市財政ビジ

ョン」等に基づき、建替えの機会等を捉え、公共

建築物の適正化を図り、将来にわたり必要な市

民サービスの持続的な提供と地域コミュニティの

活性化を目指すこととしています。 

本事業では、豊岡小学校の建替えの機会を捉

え、小学校と融合する機能として、周辺施設等の

内容、規模、築年数、親和性等を考慮し、図書

館、保育所、区民活動センター等を対象としまし

た。これらの複合化による相乗効果として多様な

活動が期待され、居心地よく豊かな時間を過ご

せる図書館の実現にもつながるものと考えていま

す。 

現在の図書館周辺にお住まいの方には、移転に

伴いご不便をおかけしますが、これまでの公共施

設の枠組みを超えた魅力ある複合施設となるよう

検討します。 

参 

考

79 図書館等の跡地活用が気になる。 現在の図書館・保育所が建っている土地はＵＲ

都市機構からお借りしているものであり、移転後

の活用については、現時点では未定です。 

参

考

参５



37 / 37

80 ファシリテーターによる対話形式がとても良かっ

た。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 
考

81 我々の意見を反映されることが必要だ。 今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 

考

82 もっと時間をかけて議論したい。 今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 

考

83 意見がどう対応されたのかが分からないことが不

満だ。 

今後も事業計画や設計等の検討段階に合わせ

て、意見交換会等でいただくご意見を参考に、

本市の考え方を付して、ホームページ等で公表

します。 

参 

考

84 今後も意見交換会に参加したい。 今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。 

参 

考

85 意見交換会に関しては良かった。予め何を検討

するのかが分かると議論しやすい。 

今後も、事業計画や設計等の検討段階に合わ

せ、意見交換会等でご意見をいただきながら、検

討を進めていきます。実施方法等については、ご

意見を参考に検討します。 

参 

考

参５



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

横浜市役所 

財政局ファシリティマネジメント推進室ファシリティマネジメント推進課 

〒231-0005 横浜市中区本町 6 丁目 50 番地の 10 

電話：045-671-3803   FAX：045-662-5369 

メールアドレス:ky-toyooka@city.yokohama.jp 
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